


Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
第

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協
第
９９
回
大
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

回
大
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

９９
月月
１５１５
日
（
日
）　

於
・
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
Ｆ

日
（
日
）　

於
・
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
Ｆ



1 No.227／2019年10月

ＮＰＯ東腎協第 ９回大会������ １

シンポジウム「災害時の透析
医療をどう確保するか」� �� ２

東京都の取り組み���������� ２
東京都区部災害時透析ネットワークの取り
組み���������������� ３
三多摩腎疾患治療医会の取り組み��� 6
東京都臨床工学技士会の取り組み��� 8

リレーエッセイ����������� 9
活動のまど� ������������１0
仲間のたより������������１５
料理・
手軽にできる透析食���������１8
はんぶん米のおいしい食べ方�����２0
国会請願について����������２１
事務局だより������������２３

目　

次 

２
２
７
号

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
第
９
回
大
会

９
月
１５
日
（
日
）
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ

Ｆ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
第
９
回
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
疾

病
対
策
課
鈴
木
祐
子
課
長
は
じ
め
、
東

京
都
議
会
各
党
か
ら
お
祝
い
の
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
全
腎
協
、
千
葉
、
栃
木
、
山

梨
、
茨
城
の
各
腎
友
会
か
ら
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

次
に
長
期
透
析
者
（
３0
年
・
４0
年
）

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
大
会
に
参
加
さ
れ

た
【
４0
年
表
彰
】
末
﨑
美
子
さ
ん
（
個

人
会
員
）、
菊
地
悦
子
さ
ん
（
優
人
ク

リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
）、【
３0
年
表
彰
】
腰

塚
三
津
子
さ
ん
（
長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

会
）、
小
林
英
樹
さ
ん
（
松
和
患
者
会
）、

小
峯
由
美
子
さ
ん
（
あ
け
ぼ
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
い
ち
ょ
う
会
）
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
疾

病
対
策
課
、
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対

策
委
員
会
、
東
京
都
臨
床
工
学
技
士
会

災
害
対
策
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、「
災

害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
を
ど
う
確
保

す
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
行
い
ま
し
た
。
約
１
３
０
名
近
い
参

加
者
は
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
真
剣

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。（
Ｐ２
～
Ｐ8
）

【
４０
年
透
析
者
・
敬
称
略
】

円
谷
博（
あ
け
ぼ
の
東
腎
会
サ
ル
ビ
ア
）、

竹
川
和
明
（
勝
和
な
ご
み
会
）、
井
上

れ
い
り（
あ
け
ぼ
の
東
腎
会
サ
ル
ビ
ア
）、

石
川
剛
正
（
高
松
病
院
腎
友
会
）、
高

木
克
子
（
高
木
グ
ル
ー
プ
）、
渡
邊
順

子（
織
本
病
院
腎
友
会
）、末
﨑
美
子（
個

人
会
員
）、
生
田
典
子
（
個
人
会
員
）、

菊
地
悦
子（
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会
）、

松
本
健
治
（
桃
井
診
療
所
腎
友
会
）

【
３０
年
透
析
者
・
敬
称
略
】

谷
口
勝
治
（
東
海
病
院
ひ
ま
わ
り
会
）、

腰
塚
三
津
子（
長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会
）、

小
林
英
樹
（
松
和
患
者
会
）、
高
橋
良

郎
（
吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会
）、
熊
谷

郁
子
（
村
上
病
院
ひ
ま
わ
り
会
）、
秋

庭
満
（
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
）、

矢
浪
流（
小
笠
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会
）、

大
河
原
晃
（
吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会
）、

岩
城
雅
子
（
高
松
病
院
腎
友
会
）、
富

沢
裕
子
（
聖
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
）、

羽
生
賢
二
（
国
分
寺
こ
や
ま
腎
友
会
）、

北
村
義
明
（
す
な
が
わ
相
互
診
療
所
患

者
会
い
ず
み
）、
見
方
道
浩
（
東
海
病

院
ひ
ま
わ
り
会
）、
小
峯
由
美
子
（
あ

け
ぼ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
い
ち
ょ
う
会
）、

阿
久
戸
則
雄
（
八
王
子
東
町
ク
リ
ッ
ク

桑
の
実
会
）、
菱
山
起
枝
（
八
王
子
東

町
ク
リ
ッ
ク
桑
の
実
会
）
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東
京
都
の
取
り
組
み���

東
京
都
福
祉
保
健
局
保
健
政
策
部
疾
病

対
策
課　

鈴
木
祐
子　

課
長

「
災
害
時
医
療
救
護
活
動

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

東
京
都
地
域
防
災
計
画
で
定
め
る
医

療
救
護
活
動
に
つ
い
て
、
東
京
都
で
は

地
域
防
災
計
画
の
中
で
医
療
救
護
対
策

を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
が
「
災
害
時
医

療
救
護
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
と
し
て
は
、
災
害
全
体
を
統

括
す
る
災
害
医
療
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
医
学
的
な

助
言
を
踏
ま
え
て
、
都
内
全
域
の
医
療

救
護
活
動
を
統
括
・
調
整
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
災
害
医
療
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
区
市
町
村
に
は
区
市
町
村
災

害
医
療
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置

し
、
医
学
的
な
助
言
を
踏
ま
え
て
医
療

救
護
活
動
を
調
整
し
ま
す
。

医
療
機
関
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

○
「
災
害
拠
点
病
院
」
は
、
主
に
重
病

者
の
収
容
・
治
療
を
行
い
ま
す
。

○
「
災
害
拠
点
連
携
病
院
」
は
、
主
に

中
等
症
又
は
容
態
の
安
定
し
た
重
傷
者

の
収
容
・
治
療
を
行
い
ま
す
。

○
「
災
害
医
療
支
援
病
院
」
は
、
主
に

専
門
医
療
、
慢
性
疾
患
へ
の
対
応
を
行

い
ま
す
。

○
透
析
医
療
機
関
は
、
専
門
的
医
療
を

行
う
診
療
所
と
し
て
、
原
則
と
し
て
診

療
を
継
続
し
ま
す
。

「
透
析
医
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

都
内
で
災
害
が
発
生
し
た
時
の
対
応

に
つ
い
て
は
、「
透
析
医
療
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、

○
都
内
の
透
析
医
療
機
関
は
、
原
則
と

し
て
診
療
を
継
続
し
、
透
析
の
可
否
や

被
災
状
況
等
に
つ
い
て
自
施
設
の
透
析

患
者
、
災
害
時
の
協
力
協
定
を
結
ん
で

い
る
医
療
機
関
「
都
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
」
に
被
災
状
況
、
透
析
の
可
否

等
を
連
絡
し
ま
す
。

○
自
施
設
と
連
絡
が
取
れ
な
い
患
者
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
第

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
第
９９
回
大
会
記
念

回
大
会
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

﹁
災
害
時
の
透
析
医
療

﹁
災
害
時
の
透
析
医
療

を
ど
う
確
保
す
る
か
﹂

を
ど
う
確
保
す
る
か
﹂

都内で災害が発生した時の対応
「災害時における透析医療活動マニュアル（改訂版）」（平成２６年３月版）

• 都内の透析医療機関は、原則として診療を継続し、
透析の可否や被災状況等について自施設の透析患者、
災害時の協力協定を結んでいる医療機関、「都内
ネットワーク事務局」に被災状況、透析の可否等を
連絡。

• 自施設と連絡が取れない患者さんは「災害時透析患
者カード」の他の透析施設と連絡をとる。

• 「都内ネットワーク事務局」はブロック間、ネット
ワーク間で受入調整を行う。

都内では透析医療の確保が困難と判断された場合

他自治体との協定等に基づき他県等に受入要請

厚生労働省に報告の上、支援を要請

東京都地域防災計画で定める医療救護活動
「災害時医療救護活動ガイドライン」（平成30年3月）

• 都は、都災害医療コーディネーターの医学
的助言を踏まえて、都内全域の医療救護活
動などを統括・調整

• 地域災害医療コーディネーター（二次保健
医療圏）は医療対策拠点において情報を集
約

• 区市町村は、区市町村災害医療コーディ
ネーターからの医学的な助言を踏まえて、
医療救護活動を統括・調整。医療救護活動
拠点、医療救護所を設置する。

【医療機関】
• 「災害拠点病院」は、主に重症者の収容・治

療を行う
• 「災害拠点連携病院」は、主に中等症者又は

容態の安定した重症者の収容・治療を行う
• 「災害医療支援病院」は、主に専門医療、慢

性疾患への対応、医療救護活動を行う
• 専門的医療を行う診療所（救急告示医療機関、

透析医療機関、産科及び有床診療所）は原則
として、診療を継続

• その他の診療所は、区市町村地域防災計画に
定める医療救護活動又は診療を継続する
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「
災
害
時
透
析
患
者
カ
ー
ド
」
の
他
の

透
析
施
設
と
連
絡
を
と
り
ま
す
。

東
京
都
に
お
い
て
は
、
す
で
に
東
京

都
か
ら
お
送
り
し
て
い
る
「
災
害
時
透

析
患
者
カ
ー
ド
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

透
析
医
療
機
関
リ
ス
ト
を
参
考
に
し
、

各
自
連
絡
を
と
り
ま
す
。

「
災
害
時
透
析
患
者
カ
ー
ド
」
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.fukushihoken.m

etro.tokyo.
jp/iryo/koho/books.htm

l

）
に
て
公

開
し
て
い
ま
す
。

○
「
都
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
」
は

ブ
ロ
ッ
ク
間
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
で
受

け
入
れ
調
整
が
行
わ
れ
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

区
市
町
村
が
設
置
す
る
避
難
所
に
お
け

る
対
応
に
つ
い
て
、

○
透
析
患
者
か
ら
の
申
し
出
や
避
難
者

名
簿
の
作
成
に
よ
り
透
析
患
者
を
把
握

し
て
い
ま
す
。

避
難
所
へ
出
向
く
場
合
は
、
区
市
町

村
は
独
自
の
防
災
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
で
配
慮
が
必
要
な
方
々

の
名
簿
の
作
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
避

難
所
の
中
で
は
、
透
析
が
必
要
で
あ
る

旨
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

○
介
護
等
の
支
援
が
必
要
な
透
析
患
者

は
、
福
祉
避
難
所
へ
搬
送
さ
れ
ま
す
。

自
分
自
身
の
状
況
を
し
っ
か
り
伝
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

平
常
時
の
心
得
と
し
て
、
通
院
中
の

透
析
施
設
の
被
災
時
に
備
え
て
、
代
わ

り
の
医
療
機
関
を
把
握
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

ま
た
、
必
要
な
検
査
値
や
災
害
時
の

食
事
の
工
夫
も
大
切
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
主
治
医
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
災

害
対
策
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

「
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対

策
委
員
会
と
東
京
都
区
部
災

害
時
透
析
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
取
り
組
み
」���

東
京
都
透
析
医
会　

災
害
対
策
担
当
幹

事
・
東
京
都
区
部
災
害
時
透
析
医
療
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
世
話
人　
　

菊
地
勘　

先
生

東
京
災
害
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

東
京
都
は
区
部
を
７
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
多
摩
を
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
て
い
ま
す
。
東
京
は
施
設
も
患
者

の
数
も
全
国
の
１
割
を
占
め
て
い
ま
す

の
で
、
透
析
患
者
が
非
常
に
多
く
い
ま

す
。
元
々
三
多
摩
腎
疾
患
の
災
害
対
策

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

２
地
区
が
別
々
に
活
動
を
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、

昨
年
１
月
に
、
東
京
都
透
析
医
会
の
連

携
が
大
事
と
な
っ
て
く
る
と
い
う
事
で
、

災
害
対
策
委
員
会
が
出
来
ま
し
た
。

「
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
」

東
京
都
透
析
医
会
と
い
う
の
は
、
日

本
透
析
医
会
の
下
部
組
織
で
す
。
２３
区

と
多
摩
地
区
を
結
ぶ
委
員
会
が
で
き
ま

し
て
、
は
じ
め
て
東
京
都
全
体
と
し
て

災
害
対
策
に
取
り
組
む
様
に
な
り
ま
し

た
。
東
京
都
臨
床
工
学
士
技
会
の
災
害

対
策
委
員
会
と
２３
区
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
三
多
摩
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
横
で
結

ぶ
形
で
、
東
京
都
透
析
医
会
が
災
害
対

策
委
員
会
を
発
足
し
て
い
ま
す
。
看
護

師
は
、
今
年
７
月
７
日
東
京
都
透
析
医

会
災
害
事
業
看
護
の
会
を
作
り
、
オ
ー

ル
東
京
の
透
析
医
療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
完
成
し
て
い
ま
す
。

区市町村が設置する避難所における対応
「災害時における透析医療活動マニュアル（改訂版）」（平成２６年３月版）

・透析患者からの申出や避難者名簿の作成に
より透析患者を把握。

・介護等の支援が必要な透析患者は、二次避
難所（福祉避難所）に搬送。

・避難所に設置された相談窓口において、治
療や食事療養に必要な支援を行う。

・医療救護を必要とする透析患者は､最寄りの
医療救護所や受入可能な透析医療機関へ搬送。

図図２２ 災災害害時時のの透透析析医医療療情情報報連連絡絡系系統統図図  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

  

  

                  

  

  

東京都 

福祉保健局 

（災害対策本部） 

 
〔国〕 

厚生労働省 
疾病対策課 
その他関係課 

透析患者・家族 区 市 町 村 

（災害対策本部、避難所等） 

透析医療機関 

都内ﾈｯﾄﾜｰｸ 

①報告  （メール・ＨＰ等） 

③報告 

連絡 

③情報提供・連絡 

日本透析医会 
ネットワーク 

②報告 

②報告 

報告 

②報告 

区 部 

三多摩 

①報告 

④情報提供 

 
報道機関等 

③情報提供 

医師会 
連携 

連 携

 提供  

助言・支援 

「災害時における透析医療活動マニュアル（改訂版）」（平成２６年３月版）より
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全
国
は
日
本
透
析
医
会
の
災
害
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
東
京
都
は
５
つ
が
結
び
つ

い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
災
害
時

に
も
透
析
が
止
ま
る
こ
と
の
無
い
様
に

頑
張
っ
て
い
く
活
動
を
現
在
展
開
し
て

い
る
最
中
で
す
。

２0
名
の
メ
ン
バ
ー
で
東
京
全
体
の
災

害
対
策
委
員
会
は
進
ん
で
お
り
、
東
腎

協
と
し
て
は
戸
倉
会
長
と
元
青
年
部
の

宿
野
部
さ
ん
が
入
っ
て
、
患
者
・
医
師

・
技
士
・
看
護
師
と
い
う
構
成
で
患
者

さ
ん
の
目
線
か
ら
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
何
が
足
り
な
い
の
か
今
後
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
１
月
に
東
京
都
透
析
医
会
が
災

害
対
策
委
員
会
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

元
々
あ
っ
た
２３
区
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
、
私
と
東
邦
大
学
大
森
病
院
の
酒

井
先
生
が
代
表
世
話
人
に
な
っ
て
、
１

年
半
経
っ
て
や
っ
と
活
動
が
充
実
し
て

来
た
と
こ
ろ
で
す
。

又
、
透
析
に
は
、
電
力
・
水
が
必
要

で
、
災
害
時
の
電
力
供
給
・
水
道
供
給

と
い
う
も
の
を
拡
充
し
て
頂
く
た
め
、

東
京
電
力
・
東
京
水
道
局
と
の
会
議
等

は
常
に
行
っ
て
い
ま
す
。

「
災
害
セ
ミ
ナ
ー
」

昨
年
第
１
回
、
２３
区
・
三
多
摩
の
全

地
域
の
医
療
従
事
者
を
主
に
対
象
と
し

た
災
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

Google

上
に
載
せ
た
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
用
い
て
、
施
設
の
距
離
間
や

災
害
対
策
に
役
立
て
る
取
組
み
も
始
め

て
い
ま
す
。
東
京
都
透
析
医
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
東
京
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
（
緊

急
時
透
析
情
報
共
有
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
）
が
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

下
さ
い
。
各
施
設
の
電
話
番
号
・
患
者

数
・
送
迎
の
有
無
・
車
椅
子
等
、
様
々

な
情
報
を
載
せ
て
い
ま
す
。
災
害
時
に

役
立
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

昨
年
か
ら
開
い
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
は
、

東
京
透
析
医
会
・
三
多
摩
腎
疾
患
・
２３

区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
臨
床
工
学
技
士
会

・
東
京
都
の
後
援
を
頂
い
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ
熊
本
地
震
の
実
際
の
状

況
や
、
ど
う
い
う
活
動
を
し
た
か
の
報

告
を
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
９
月
８
日
（
日
）
に
第
２
回

目
の
セ
ミ
ナ
ー
を
約
６
０
０
人
の
参
加

で
、
透
析
医
療
で
昔
か
ら
災
害
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
赤
塚
東
司
雄
先
生
に

講
義
を
し
て
頂
き
、
１
年
間
の
活
動
報

告
を
し
ま
し
た
。

「
広
域
の
連
絡
」

又
、
他
県
と
の
連
携
を
取
る
会
議
を

行
い
ま
し
て
、「
広
域
連
絡
会
議
」
を
、

今
年
１
月
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
他
県

の
行
政
あ
る
い
は
県
の
透
析
医
会
の
代

表
の
方
達
が
集
ま
っ
て
広
域
で
何
か
あ

三多摩地区

東京都のブロック

東東京京都都区区部部
災災害害時時透透析析医医療療ネネッットトワワーークク三三多多摩摩腎腎疾疾患患治治療療医医会会

災災害害時時透透析析医医療療ネネッットトワワーークク

22001177年年末末 透透析析患患者者数数
全全国国 44,,441133施施設設 333344,,550055人人
東東京京都都 443355施施設設 3322,,115544人人

23区

役職 氏名 所属
東京都透析医会 会長 安藤亮一 武蔵野赤十字病院
災害対策委員会 委員長 花房規男 東京女子医科大学
担当幹事 菊地勘 下落合クリニック
副委員長 酒井謙 東邦大学大森病院
副委員長 杉崎弘章 府中腎クリニック
委員 要伸也 杏林大学
委員 尾田高志 東京医科大学八王子医療センター
委員 小川哲也 東京女子医大東医療センター
委員 本田浩一 昭和大学
委員 田島真人 都立広尾病院
東京都透析医会 事務局 大坪茂 東都三軒茶屋クリニック
委員 岡本裕美 東邦大学大橋病院
委員 安部貴之 東京女子医科大学
委員 川﨑路浩 神奈川工科大学
委員 吉盛友子 国立病院機構災害医療センター
委員 松岡由美子 上野透析クリニック
委員 今井早良 日本赤十字医療センター
委員 上田聰美 武蔵野徳洲会病院
委員 戸倉振一 東京腎臓病協議会 会長
委員 宿野部武志 ペイシェントフッド 代表理事

東京都透析医会 災害対策委員会

Tokyo DIEMAS (Dialysis Information 
in Emergency Mapping System)

緊急時透析情報共有マッピングシステム

• 災害担当者（医師、技士、看護師、事務）

• 患者数（独歩、担送、護送）

• 災害時透析条件カードの配布

• 透析室：階数、ベッド数

• 透析台数：メーカー

• 送迎車両、規制除外車両の有無

• 設備：自家発電、貯水槽、貯水槽容量

• スタッフ・患者との連絡手段
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っ
た
時
に
、
連
携
を
取
り
合
え
る
会
を

発
足
し
て
い
ま
す
。

更
に
回
路
や
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
の
供

給
が
滞
ら
な
い
様
に
東
京
都
透
析
関
連

企
業
の
方
々
と
の
連
絡
会
議
を
作
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
災
害
時
に
は
物

流
を
含
め
た
調
整
を
行
っ
て
、
困
っ
て

い
る
地
域
に
は
機
材
を
届
け
よ
う
と
い

う
取
組
み
を
、
東
京
都
透
析
医
会
で
は

は
じ
め
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
も
災
害
時

に
初
め
て
動
か
す
の
で
は
、
適
応
で
出

来
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
で
災

害
の
訓
練
を
沢
山
、
行
っ
て
い
ま
す
。

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

災
害
時
モ
ー
ド
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、

何
回
か
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
西
部
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
訓
練
、
関
東
臨
床
工
学
技

士
会
の
訓
練
、
全
国
災
害
訓
練
、
全
国

の
Ｄ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
防
災
の
会
の
訓
練
等
に
参

加
し
、
様
々
な
事
を
訓
練
し
て
き
て
い

ま
す
。

「
全
国
災
害
訓
練
」

９
月
７
日　

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
た

訓
練
で
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
に
参
加
し
ま

し
た
。
被
害
想
定
は
、
前
日
の
６
日　

午
前
１１
時　

震
度
７
の
首
都
直
下
型
地

震
が
起
き
た
と
い
う
内
容
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
、
東
京
都
の
一
部
で
停
電

・
断
水
に
よ
り
透
析
が
出
来
な
い
事
を

も
と
に
し
て
、
い
か
に
振
り
分
け
る
か

の
訓
練
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
の
活
用
を
し
て
、「
情
報

を
送
っ
て
下
さ
い
」
と
メ
ー
ル
を
送
る

と
１２
時
間
以
内
に
透
析
が
で
き
る
、
出

来
な
い
か
の
返
事
が
き
て
、
把
握
が
す

ぐ
出
来
き
る
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
災
施
設
で
大
切
な
の
が
、
何
人
の

患
者
さ
ん
が
い
る
の
か
？
と
い
う
事
で

大
田
区
の
患
者
さ
ん
を
花
房
先
生
と
酒

井
先
生
で
入
院
患
者
を
振
り
分
け
、
安

藤
先
生
と
私
で
外
来
の
維
持
透
析
の
振

り
分
け
を
、
二
人
ず
つ
で
交
通
情
報
を

得
な
が
ら
、
ど
う
振
り
分
け
る
の
か
の

訓
練
を
し
ま
し
た
。
１
つ
の
地
域
だ
け

で
も
振
り
分
け
に
、
３
時
間
く
ら
い
か

か
り
ま
し
た
。

ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
が
平
時

の
情
報
を
よ
く
、
そ
し
て
災
害
時
に
は

迅
速
に
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

直
近
で
心
配
な
の
は
直
下
型
地
震
よ

り
も
、
区
北
部
、
区
東
部
が
非
常
に
水

害
に
弱
く
、
浸
水
地
域
に
な
っ
て
い
ま

す
。
東
京
都
の
中
で
の
対
策
が
必
要
で

す
の
で
、
西
部
や
三
多
摩
地
区
に
避
難

す
る
と
い
う
事
が
、
当
然
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
様
な
事
を
想
定
し
た
訓
練
を

継
続
し
て
や
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

は〇
都
と
行
政
と
の
連
携

〇
イ
ン
フ
ラ
と
の
連
携

〇
日
本
透
析
医
会
と
の
連
携

〇
他
県
と
の
連
携

〇
業
者
と
の
連
携

〇
送
迎
バ
ス
等
使
っ
た
運
送

〇
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

２３
区
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
域
に
密
着
し
た
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

東
京
都
区
部
災
害
時
医
療
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
、
７
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
、
基
幹
病
院
の
先
生
方
が
ブ
ロ
ッ
ク

を
束
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
に
も
区
の
担

当
者
・
責
任
者
が
い
ま
す
。

２３
区
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
あ
り
、
災
害
に
特
化
し
た
も
の

で
す
。
災
害
速
報
に
は
、
３0
分
以
内
に

最
新
の
情
報
を
載
せ
る
様
に
し
て
い
ま

す
。
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
受
け
入
れ

の
出
来
る
施
設
を
表
示
、
３
日
分
の
情

報
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
災
害
が
起
き

た
ら
直
ぐ
に
把
握
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

普
段
か
ら
ど
う
や
っ
て
受
け
入
れ
が

出
来
る
か
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
平
時
か

ら
情
報
共
有
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

製薬 大塚製薬株式会社
製製薬薬 小小野野薬薬品品工工業業株株式式会会社社
製製薬薬 キキッッセセイイ薬薬品品工工業業株株式式会会社社
製製薬薬 協協和和発発酵酵キキリリンン株株式式会会社社
製製薬薬 中中外外製製薬薬株株式式会会社社
製製薬薬 鳥鳥居居薬薬品品株株式式会会社社
製製薬薬 ニニププロロ株株式式会会社社
製製薬薬 ババイイエエルル薬薬品品株株式式会会社社
製製薬薬 扶扶桑桑薬薬品品工工業業株株式式会会社社
製製薬薬 株株式式会会社社陽陽進進堂堂
医医材材・・装装置置 株株式式会会社社アアググリリスス
医医材材・・装装置置 旭旭化化成成メメデディィカカルル株株式式会会社社
医医材材・・装装置置 ココヴヴィィデディィエエンンジジャャパパンン株株式式会会社社
医医材材・・装装置置 株株式式会会社社ジジェェイイ・・エエスス・・エエスス
医医材材・・装装置置 テテルルモモ株株式式会会社社
医医材材・・装装置置 東東レレ・・メメデディィカカルル株株式式会会社社
医医材材・・装装置置 日日機機装装株株式式会会社社
医医材材・・装装置置 メメデディィキキッットト株株式式会会社社
卸卸・・代代理理店店 アアルルフフレレッッササ株株式式会会社社
卸卸・・代代理理店店 株株式式会会社社ススズズケケンン
卸卸・・代代理理店店 東東邦邦薬薬品品株株式式会会社社
卸卸・・代代理理店店 株株式式会会社社巴巴商商会会
卸卸・・代代理理店店 株株式式会会社社ムムササシシエエンンジジニニアアリリンンググ
卸卸・・代代理理店店 株株式式会会社社メメデディィセセオオ

製薬 大塚製薬株式会社

東京都透析関連企業連絡会議

災害時の物品供給と
物流について

• 卸・代理店
• 医療材料・装置
• 製薬

東京都区部災害時透析医療ネットワーク

代表世話人 酒井謙（東邦大学） 菊地勘（下落合CL）

鶴鶴岡岡秀秀一一
（（日日本本医医大大））

本本田田浩浩一一
（（昭昭和和大大学学））

石石橋橋由由孝孝
（（日日赤赤医医療療））

若若井井幸幸子子
((大大久久保保HHPP))

藤藤垣垣嘉嘉秀秀
（（帝帝京京大大学学））

樋樋口口千千恵恵子子
（（女女子子医医東東））

伊伊藤藤英英利利
（（江江東東豊豊洲洲））
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「
ブ
ロ
ッ
ク
・
区
で
勉
強
会
」

ブ
ロ
ッ
ク
で
も
医
師
・
技
士
・
看
護

師
・
事
務
職
が
集
い
、
さ
ら
に
保
健
所

所
長
も
参
加
し
て
勉
強
会
も
開
い
て
い

ま
す
。
又
、
救
護
所
等
は
区
で
立
ち
上

げ
る
も
の
で
す
の
で
、
区
ご
と
で
も
勉

強
会
を
開
い
て
、
連
絡
体
制
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

区
→
ブ
ロ
ッ
ク
→
２３
区
そ
し
て
東
京

都
と
い
う
連
携
の
流
れ
で
透
析
も
出
来

て
い
ま
す
。
区
の
担
当
者
か
ら
ブ
ロ
ッ

ク
長
、
区
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
→
災
害

対
策
委
員
会
に
情
報
が
上
が
っ
て
き
て
、

グ
ー
グ
ル
の
シ
ス
テ
ム
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
、

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
報
告
が

あ
り
、
振
り
分
け
活
動
を
行
っ
て
い
く

の
が
、
実
際
の
災
害
時
の
流
れ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

１
番
大
事
な
の
は
、
各
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
状
況
を
把
握
す
る
事
で
す
。
い
く
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
あ
が
っ
て
い
て

も
報
告
が
な
い
と
状
況
が
把
握
で
き
ま

せ
ん
。
各
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
災
害
本
部

を
立
ち
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
対
策
本
部
で
は
、

〇
職
員
及
び
職
員
家
族
の
安
全
確
認

〇
患
者
さ
ん
の
緊
急
避
難
及
び
安
全
確

保
〇
周
辺
環
境
の
確
認

〇
自
分
の
施
設
の
設
備
・
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
確
認

〇
職
員
を
集
め
る

〇
透
析
が
出
来
る
か
ど
う
か
を
連
絡

〇
患
者
さ
ん
に
伝
達
（
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

よ
っ
て
方
法
が
違
う
）

と
い
う
手
順
に
な
り
ま
す
。

「
災
害
時
の
透
析
時
間
」

知
っ
て
お
い
て
頂
き
た
い
の
が
、
平

時
の
透
析
時
間
と
は
違
っ
て
き
ま
す
。

自
分
の
施
設
が
被
害
を
受
け
て
い
る
、

受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
他
か
ら
の
透

析
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
と
入
れ
替
え
や
抜
針
の

時
間
、
機
械
の
洗
浄
時
間
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
多
く
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
る
為
、
い
つ
も
よ
り
短
く
な
る
（
３

時
間
位
）
と
心
構
え
て
欲
し
い
で
す
。

茨
城
の
水
害
の
時
も
、
東
北
の
震
災

の
時
も
そ
う
で
し
た
が
、
全
員
が
近
い

所
に
振
り
分
け
ら
れ
な
い
、
ど
う
し
て

も
遠
く
に
な
る
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、

災
害
時
の
協
力
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

「
小
規
模
災
害
で
設
備
が
ダ
メ
に
な

っ
た
」「
排
水
が
出
来
な
い
」「
漏
電
で

停
電
に
な
っ
た
」
等
で
、
一
時
的
に
避

難
地
域
を
さ
が
し
た
り
、
小
さ
い
事
に

も
取
り
組
む
の
が
２３
区
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

の
で
平
時
か
ら
、
皆
さ
ん
も
我
々
も
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
準
備
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
自
助
と
し
て
、
自
分
で
ど

う
い
う
事
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
？
共
助
に
関
し
て
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
考
え
る
事
で
あ
り
、
そ
の

中
で
出
来
な
け
れ
ば
、
最
終
段
階
ま
で

に
な
っ
た
時
に
は
、
東
京
都
に
お
願
い

す
る
事
に
な
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

我
々
で
頑
張
っ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

「
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会�

の
災
害
対
策
の
取
り
組
み
」����

三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会　

災
害
対
策

委
員
会�

�

委
員
長　
　

尾
田
高
志　

先
生

三
多
摩
（
西
多
摩
・
南
多
摩
・
北
多

摩
）
地
区
の
災
害
対
策
の
取
組
み
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
は
、
都
区
部
と
三
多

摩
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
日
本
透

析
医
会
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
、
東
京
都
透
析
医
会　

災
害
対

策
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
連
携
を
進
め

て
行
こ
う
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
都
区
部
は
臨
床
工
学
技
士
会
が
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
新
し
い
事
を
進
め
て
き

て
、
活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
三

多
摩
は
従
来
か
ら
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
活

動
を
し
て
来
て
い
ま
す
。

「
新
体
制
」

新
し
い
体
制
に
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
為
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
て
メ
ン
バ
ー

が
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
５
月
２6
日

付
け
の
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
理
事
会
で
、

災
害
対
策
委
員
会
と
し
て
主
に
自
助
・

共
助
と
い
う
事
に
関
し
て
活
動
さ
れ
て

き
た
府
中
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
杉
崎
先
生

よ
り
引
継
ぎ
、
新
し
く
都
区
部
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
、
リ
ニ

まとめ

災害はいつ起こるかわからないので、
平時からの準備が重要となる。

自助：自分（家族）の身は自分（家族）で守ること
共助：近所あるいは地域の人と助け合うこと
公助： 市役所、消防、警察、自衛隊による公的な支援のこと
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「
災
害
対
策
委
員
会
開
催
」

８
月
に
第
１
回
三
多
摩
腎
疾
療
医
会

・
災
害
対
策
委
員
会
を
「
キ
ッ
ク
オ
フ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
し
て
、
安
藤
先
生

（
東
京
都
透
析
医
会
会
長
）、
要
伸
也

先
生
（
三
多
摩
理
事
長
）、
私
、
尾
田
、

杉
崎
先
生
（
前
任
災
害
対
策
委
員
長
）、

そ
の
他
臨
床
工
学
技
士
会
の
先
生
方
、

看
護
師
会
の
方
も
出
席
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
災
害
対
策
活
動
を

報
告
。
精
神
的
な
活
動
は
ず
っ
と
し
て

き
ま
し
た
が
現
行
も
動
い
て
い
る
の
か
、

ど
う
い
う
も
の
か
を
、
新
し
い
メ
ン
バ

ー
で
情
報
共
有
を
し
ま
し
た
。

三
多
摩
に
は
、
Ｍ
Ａ
Ｃ
無
線
が
１２
か

所
に
配
備
さ
れ
て
、
訓
練
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
新
し
く
８
か
所
に
つ
く
っ
て
、

年
１
回
だ
け
だ
っ
た
実
施
訓
練
を
毎
月

行
な
う
様
、
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。東

京
都
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
の
災
害
対
策

ツ
ー
ル
と
し
て
の
概
要
を
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
川
崎
先

生
に
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
て
、
情
報
共

有
し
ま
し
た
。

「
今
後
の
活
動
」

今
後
、
対
策
会
議
を
年
１
・
２
回
、

し
て
い
く
と
共
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
代
表

者
の
会
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
会
議
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議
で
、

討
議
予
定
事
項
と
し
て
、
情
報
伝
達
の

訓
練
、
こ
れ
は
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
と
か
、
さ

ら
に
拡
充
し
て
配
備
し
て
、
訓
練
回
数

を
増
や
す
と
か
で
す
。

「
ト
リ
ア
ー
ジ
の
重
要
性
」

災
害
時
に
は
必
ず
し
も
、
皆
さ
ん
が

お
元
気
で
透
析
を
受
け
に
来
ら
れ
る
方

ば
か
り
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
、
肺
炎

に
か
か
っ
た
り
、
急
性
腎
不
全
と
言
っ

て
急
に
腎
機
能
が
悪
く
な
り
透
析
を
開

始
さ
れ
る
方
、
重
症
患
者
さ
ん
も
い
ま

す
。
皆
が
皆
同
じ
よ
う
に
、
そ
し
て
透

析
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
施
設
が
足
り
な
い

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
の
腎
不

て
、
液
状
化
も
可
能
性
が
少
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
山
間
部
と
い
う
事
で
、

土
砂
災
害
を
除
く
と
三
多
摩
地
区
は
、

都
区
部
と
比
べ
て
災
害
リ
ス
ク
は
少
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
二
次
医
療
圏
」

多
摩
地
区
は
広
い
の
で
、
北
多
摩
を

さ
ら
に
３
つ
に
北
多
摩
西
・
北
多
摩
南

・
北
多
摩
北
に
分
け
て
い
ま
し
て
、
三

多
摩
を
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
５
つ
～
８
つ
の
市
町
村

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
に
第
二

次
保
健
医
療
圏
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

二
次
医
療
圏
の
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
の

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
新
し

い
メ
ン
バ
ー
の
も
と
、
本
部
長
、
副
本

部
長
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
決
め
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
２
～
３
名

の
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
い
ま
す
。
医
師
だ

け
で
な
く
、
臨
床
工
学
技
士
、
看
護
師

と
協
力
し
て
災
害
対
策
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

三
多
摩
地
区
臨
床
工
学
技
士
会
代
表
の

災
害
対
策
メ
ン
バ
ー
も
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
と
い
う
形
で
す
ぐ
メ
ー
ル
出
来
る

様
な
シ
ス
テ
ム
が
出
来
て
い
ま
す
。
看

護
師
会
の
方
達
も
出
来
つ
つ
あ
る
と
こ

ろ
で
す
。

ュ
ー
ア
ル
し
て
、
私
が
委
員
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
又
、
７
月
３１
日
付
け
で
新

し
い
災
害
対
策
委
員
の
メ
ン
バ
ー
が
決

ま
り
ま
し
た
。

本
部
は
、
杏
林
大
学
の
要
伸
也
先
生

が
三
多
摩
腎
疾
患
治
療
医
会
の
理
事
長
、

武
蔵
野
赤
十
字
病
院
の
安
藤
先
生
は
、

東
京
都
透
析
医
会
の
会
長
で
も
あ
り
ま

す
が
、
副
理
事
長
と
し
て
本
部
に
入
っ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
副
本
部
長
と
し
て
、

八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
私
、
尾
田
が

入
っ
て
い
ま
す
。

「
災
害
が
少
な
い
地
域
」

都
区
部
と
比
べ
て
標
高
も
高
く
て
、

水
害
に
も
強
い
で
す
し
、
地
盤
も
強
く

多多摩摩地地区区 第第二二次次保保健健医医療療圏圏

都区部都区部

西西多多摩摩：： 青青梅梅市市、、福福生生市市、、羽羽村村市市、、
ああききるる野野市市、、瑞瑞穂穂町町、、
日日のの出出町町、、檜檜原原村村、、
奥奥多多摩摩町町

南南多多摩摩：： 八八王王子子市市、、町町田田市市、、
日日野野市市、、多多摩摩市市、、稲稲城城市市

北北多多摩摩西西：： 立立川川市市、、昭昭島島市市、、
国国分分寺寺市市、、国国立立市市、、
東東大大和和市市、、武武蔵蔵村村山山市市

北北多多摩摩南南：： 武武蔵蔵野野市市、、三三鷹鷹市市、、

府府中中市市、、調調布布市市、、
小小金金井井市市、、狛狛江江市市

北北多多摩摩北北::  小小平平市市、、東東村村山山市市、、
西西東東京京市市、、清清瀬瀬市市、、
東東久久留留米米市市

三三多多摩摩腎腎疾疾患患治治療療医医会会ＭＭＣＣＡＡ無無線線運運用用図図

災災害害対対策策本本部部 一一斉斉配配信信++個個別別配配信信

杏杏林林大大学学付付属属病病院院

ボボラランンテティィアア本本部部 一一斉斉配配信信++個個別別配配信信

武武蔵蔵野野赤赤十十字字病病院院

西西多多摩摩地地区区 南南多多摩摩地地区区 北北多多摩摩西西部部地地区区 北北多多摩摩南南部部地地区区 北北多多摩摩北北部部地地区区

公公立立福福生生
病病院院

昭昭島島腎腎クク
リリニニッックク

東東京京医医大大
八八王王子子
医医療療セセンン
タターー

多多摩摩永永山山
腎腎・・内内科科
ククリリニニッッ

クク

立立川川相相互互
病病院院

立立川川北北口口
駅駅前前

ククリリニニッッ
クク

吉吉祥祥寺寺ああ
ささひひ病病院院

府府中中腎腎クク
リリニニッックク

公公立立昭昭和和
病病院院

小小平平北北口口
ククリリニニッッ

クク

災災害害情情報報ﾈﾈｯｯﾄﾄﾜﾜｰーｸｸ支支部部 災災害害情情報報ﾈﾈｯｯﾄﾄﾜﾜｰーｸｸ支支部部 災災害害情情報報ﾈﾈｯｯﾄﾄﾜﾜｰーｸｸ支支部部 災災害害情情報報ﾈﾈｯｯﾄﾄﾜﾜｰーｸｸ支支部部 災災害害情情報報ﾈﾈｯｯﾄﾄﾜﾜｰーｸｸ支支部部

ｸｸﾞ゙ﾙﾙｰーﾌﾌﾟ゚++個個別別配配信信 ｸｸﾞ゙ﾙﾙｰーﾌﾌﾟ゚++個個別別配配信信 ｸｸﾞ゙ﾙﾙｰーﾌﾌﾟ゚++個個別別配配信信 ｸｸﾞ゙ﾙﾙｰーﾌﾌﾟ゚++個個別別配配信信 ｸｸﾞ゙ﾙﾙｰーﾌﾌﾟ゚++個個別別配配信信

会会員員施施設設 会会員員施施設設 会会員員施施設設 会会員員施施設設 会会員員施施設設
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全
患
者
さ
ん
の
重
症
者
・
軽
症
者
の
ト

リ
ア
ー
ジ
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

何
処
に
誰
が
振
り
分
け
て
、
施
設
を
考

え
て
い
く
か
と
い
う
事
を
検
討
す
る
事

と
な
り
ま
す
。

「
行
政
と
の
連
携
」

三
多
摩
地
区
は
今
ま
で
主
に
自
助
・

共
助
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
為
、

行
政
と
の
連
携
が
進
ん
で
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
都
の
行
政
担
当
の
方

と
密
な
連
携
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
、
よ

り
細
か
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
行

政
と
の
連
携
を
重
視
し
て
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
ま
と
め
と
し
て
」

〇
災
害
対
策
メ
ン
バ
ー
が
刷
新
さ
れ
、

私
が
新
し
い
災
害
対
策
委
員
長
と
な
り

ま
し
た
。

〇
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う
、
キ
ッ
ク
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
て
、

活
動
方
針
を
確
認
し
て
、
新
し
い
メ
ン

バ
ー
で
活
動
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

東
京
都
臨
床
工
学
技
士
会
の

災
害
対
策
の
取
り
組
み���

（
一
社
）
東
京
都
臨
床
工
学
技
士
会
災

害
対
策
委
員
会

東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
橋
病
院　

臨
床
工
学
部　

岡
本
裕
美　

先
生

災
害
に
遭
遇
し
た
場
合

災
害
に
遭
遇
し
た
場
合
、
自
分
自
身

が
怪
我
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
家
族

が
死
傷
し
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
自
宅

が
倒
壊
し
た
り
、
流
さ
れ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
食
料
や
住

居
が
確
保
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
途
絶
え
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
状
況
の
中
で
も
透
析
患
者
は

透
析
治
療
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
生
命
維
持
の
為
、
透
析
を

中
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

透
析
を
す
る
た
め
に
は
、
電
気
や
水
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
必
要
不
可
欠
に

な
り
ま
す
。

透
析
医
療
は
災
害
に
最
も
弱
い
医
療

で
あ
り
、
様
々
な
対
策
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

首
都
直
下
型
地
震
時
の
時
の
透
析
医
療

は
、
ど
う
な
る
か
。

○
透
析
治
療
中
、
建
物
は
大
丈
夫
な
の

か
。

○
建
物
内
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
。

○
透
析
治
療
は
、
継
続
で
き
る
の
か
。

○
水
・
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

途
絶
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

○
自
施
設
で
治
療
を
受
け
ら
れ
る
か
な

ど
、
不
安
材
料
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
自
助
・
共
助
・
公

助
に
つ
い
て
は
、
自
助
７
割
・
共
助
２

割
・
公
助
１
割
と
言
わ
れ
て
お
り
、
自

助
が
圧
倒
的
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
自

助
に
委
ね
て
い
る
こ
と
が
透
析
医
療
の

実
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

首
都
圏
直
下
型
地
震
の
よ
う
に
被
災

透
析
患
者
が
何
千
人
単
位
で
発
生
す
る

時
に
は
、
狭
い
地
域
で
多
数
の
施
設
が

（
現
在
、
東
京
都
内
４
２
７
透
析
施
設

あ
り
）
透
析
不
能
と
な
り
ま
す
。
そ
の

為
、
患
者
の
自
助
に
委
ね
る
部
分
が
非

常
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

近近年年のの大大地地震震

阪阪神神淡淡路路
大大震震災災

新新潟潟中中越越
地地震震

福福岡岡西西方方沖沖
地地震震

東東日日本本
大大震震災災

熊熊本本地地震震 北北海海道道胆胆振振東東
部部地地震震

1955年
1月17日

2004年
10月23日

2005年
3月20日

2011年
3月11日

2016年
4月14日

2018年
9月6日

最大震度 7
(直下型)

7
(直下型)

6弱 7
(海溝連動)

7
(直下型)

7
(直下型)

死者 6,4346,434
990%
6,4346,434
0%圧圧死死

68 1 15,84315,843
992%
15,84315,843
2%水水死死
4.4%圧死
1.1%焼死

267
660%
267267
0%関関連連死死
20%窒息死
20%圧死

41
880%
4141

0%窒窒息息死死

行方不明 3 3,469

負傷者 43,792 4,705 1,204 5,890 2,804 749

全壊 186,175 3,175 144 126,315 8,673 415

半壊 274,180 13,810 353 227,339 34,726 1,346

二次災害 倒倒壊壊 土砂崩れ 液状化 津津波波
地盤沈下
液状化

土砂崩れ
地盤沈下
液状化

土砂崩れ土砂崩れ
大大規規模模停停電電

液状化

地
震
大
国
の
わ
が
国
で
は
、
大
地
震
が

起
こ
り
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

先
人
達
は
、
経
験
し
た
多
く
の
教
訓

と
対
策
を
残
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
人
生
で
災
害
に
無
縁
だ
っ
た

と
し
て
も
、
現
在
想
定
さ
れ
て
い
る
、

首
都
圏
直
下
型
地
震
や
東
南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
が
自
分
の
身
に
降
り
か
か
る

の
は
今
日
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「T
okyo�D

IEM
A
S�

緊
急
時
透
析

情
報
共
有
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を

活
用
し
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
災
害

時
の
対
応
を
考
え
、
そ
し
て
災
害
時
の

透
析
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
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５
歳
で
発
症
、５０
歳
で
透
析
へ

私
の
腎
臓
病
の
始
ま
り
は
５
歳
の
夏

の
頃
で
し
た
。
浮
腫
が
出
て
、
近
く
の

小
児
科
の
病
院
へ
行
く
と
、「
入
院
し

な
く
て
は
、
い
け
な
い
」
と
言
わ
れ
、

そ
の
先
生
の
勤
め
先
で
あ
る
病
院
に
１

ヶ
月
近
く
入
院
し
ま
し
た
。
退
院
後
は
、

腎
臓
が
悪
か
っ
た
事
も
忘
れ
、
普
通
に

生
活
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

体
に
異
常
が
出
始
め
た
の
が
５0
歳
に

な
る
年
で
、
タ
ン
パ
ク
尿
が
出
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
体
の
だ
る
さ
や
吐
き
気
、

浮
腫
も
あ
っ
て
、
近
く
の
病
院
へ
行
く

と
、「
腎
臓
が
悪
い
」
と
言
わ
れ
て
、

墨
田
区
の
墨
東
病
院
の
先
生
を
紹
介
さ

れ
て
、
そ
こ
で
透
析
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
墨
東
病
院
の
先
生
の
ご
紹

介
で
、
菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
入
院
し
、

２0
日
後
に
シ
ャ
ン
ト
を
つ
く
り
、
グ
ル

ー
プ
の
天
神
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
転
院
し

ま
し
た
。

病
院
嫌
い
の
賜
物
が
週
３
回
の
病
院

通
い
、
つ
ま
り
透
析
生
活
と
な
り
ま
し

た
。

腎
友
会
と
の
出
会
い

腎
友
会
入
会
に
つ
い
て
は
、
当
初
、

関
心
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
だ

本
棚
に
「
ぜ
ん
じ
ん
き
ょ
う
」「
と
う

じ
ん
き
ょ
う
」
と
い
う
雑
誌
が
積
ま
れ

て
い
て
、
読
ん
で
み
た
い
な
あ
と
い
う

思
い
は
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
１
年
が
過
ぎ
、
腎
友
会
に

入
会
し
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
の
総
会
に

出
席
す
る
と
、
会
長
か
ら
、「
野
口
さ

ん
幹
事
や
っ
て
頂
け
ま
せ
ん
か
？
」
と

言
わ
れ
、
断
る
術
も
分
か
ら
ず
、
そ
の

ま
ま
引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
私
の
腎
友
会
役
員
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

幹
事
を
７
・
８
年

幹
事
と
し
て
の
役
目
は
、
入
会
の
お

願
い
と
会
費
な
ど
の
集
金
、
雑
誌
や
お

知
ら
せ
な
ど
を
会
員
に
配
布
す
る
こ
と

な
ど
で
し
た
。

私
は
午
後
透
析
で
し
た
の
で
、
お
勤

め
の
方
も
多
く
入
会
の
お
願
い
は
私
と

し
て
は
難
儀
で
し
た
。
す
ん
な
り
入
会

頂
け
る
方
は
少
数
で
、
い
き
な
り
「
お

断
り
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
る
事
が
多
く
、

無
情
感
を
覚
え
ま
し
た
。

こ
の
幹
事
を
７
・
８
年
勤
め
ま
し
て
、

５
年
前
に
中
島
博
和
さ
ん
が
会
長
に
就

任
し
て
、
副
会
長
に
推
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
東
腎
協
理
事
に

中
島
会
長
が
東
腎
協
の
正
会
員
の
時

に
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
合
や
総
会
、

大
会
に
誘
わ
れ
、
東
腎
協
の
諸
先
輩
の

方
々
の
お
名
前
を
知
り
、
又
、
活
動
の

様
子
が
わ
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
後

に
正
会
員
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
、
中
島
会
長
さ
ん
か
ら
、

「
東
腎
協
理
事
に
な
っ
て
は
ど
う

か
？
」
と
言
わ
れ
、
迷
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
推
薦
状
が
出
さ
れ
、
結
局
今
年

の
総
会
で
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
自
分
を
思
う
と
き
、
自
分
の

性
格
と
は
違
う
方
向
に
進
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

医
療
制
度
を
将
来
に
継
続

透
析
に
は
、
高
額
な
治
療
費
が
費
や

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
「
お
金
の

切
れ
目
が
命
の
切
れ
目
」
と
い
わ
れ
た

時
代
に
、
先
輩
の
透
析
患
者
の
方
々
が

立
ち
上
が
り
、「
い
つ
で
も
、
だ
れ
で

も
ど
こ
で
も
透
析
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
医
療

費
の
助
成
制
度
や
そ
の
他
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

こ
の
制
度
を
将
来
へ
継
続
す
る
た
め

に
は
、
諸
先
輩
方
の
並
々
な
ら
ぬ
苦
労

と
努
力
、
そ
し
て
熱
い
思
い
を
忘
れ
ず

に
、
感
謝
の
心
を
持
っ
て
、
一
人
一
人

の
透
析
患
者
が
全
腎
協
や
東
腎
協
を
守

り
立
て
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

透
析
１６
年

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
理
事

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会

野
口�
忠
男
さ
ん
（
６５
歳
）

リ
レ
ー

 
エッセ
イ
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２
０
１
９
年
度
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
正
会

員
会
議
が
７
月
２１
日
（
日
）
午
後
１
時

１５
分
か
ら
４
時
迄
、
立
川
市
女
子
総
合

セ
ン
タ
ー
（
立
川
ア
イ
ム
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
２４
名
。

初
め
に
、
本
年
度
の
東
腎
協
総
会
で

選
出
さ
れ
た
戸
倉
新
会
長
、
梅
原
多
摩

ブ
ロ
ッ
ク
長
、
関
口
・
小
林
・
横
溝
・

根
津
の
新
理
事
４
名
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
梅
原
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
、

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
拡
大
を
柱
に
、

全
力
で
発
展
さ
せ
貢
献
し
た
い
旨
の
決

意
を
語
り
ま
し
た
。
各
理
事
か
ら
も
新

任
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
板
橋
事
務
局
長
は
、
東
腎
協

総
会
の
報
告
と
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

の
概
要
と
東
腎
協
と
の
連
携
、
と
り
わ

け
三
多
摩
地
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
梅
原
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
多
摩

ブ
ロ
ッ
ク
の
本
年
度
の
活
動
及
び
年
間

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
全
体
会
議
に
入
り
、

出
席
者
は
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
、
各

患
者
会
の
あ
り
方
な
ど
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
４
時
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
お
知
ら
せ
）

○
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
個
人
会
員
交
流
会

日
時
：
１１
月
１７
日
（
日
）
１３
時
半
～

場
所
：
立
川
総
合
女
子
セ
ン
タ
ー
（
立

川
ア
イ
ム
）

内
容
：
①
災
害
対
策
に
つ
い
て
②
医
療

費
助
成
制
度
に
つ
い
て
③
そ
の
他

事
、
正
会
員
名
簿
の
更
新
な
ど
話
を
具

体
的
に
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

全
体
的
に
は
か
な
り
前
向
き
に
皆
さ

ん
の
意
見
交
換
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

（
お
知
ら
せ
）

○
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
勉
強
会

日
時
：
１１
月
１７
日
（
日
）
１４
時
～

場
所
：
テ
ィ
ア
ラ
江
東
Ａ
会
議
室

内
容
：「
災
害
時
食
に
つ
い
て
」

講
師
：
上
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　

看
護
師
長　

松
岡
由
美
子
さ
ん

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
：
清
湘
会
記
念
病
院
栄

養
科
科
長　

中
尾
優
美
子
さ
ん
の
予
定

で
す
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
・
個
人
会
員

会
議
は
、
７
月
２１
日
テ
ィ
ア
ラ
江
東
Ａ

会
議
室
に
お
い
て
１４
時
よ
り
２３
名
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

戸
倉
新
会
長
に
よ
る
挨
拶
で
始
ま
り
、

東
腎
協
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
新
理
事

紹
介
、
参
加
者
自
己
紹
介
を
経
て
次
第

に
沿
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

患
者
会
・
個
人
会
員
が
抱
え
る
問
題

で
は
、
戸
倉
会
長
か
ら
、
会
員
の
減
少

に
加
え
新
規
加
入
者
が
い
な
い
現
状
や
、

高
齢
化
が
進
む
現
状
の
中
で
、
若
手
の

役
員
の
育
成
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
重

要
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
災
害
対
策

つ
い
て
は
、
戸
倉
会
長
か
ら
東
京
都
透

析
医
会
災
害
対
策
委
員
会
の
取
組
、
理

７
月
２１
日
（
日
）　

立
川
ア
イ
ム

理
事　

中
野　

雄
蔵

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
会
議

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

７
月
２１
日
（
日
）
テ
ィ
ア
ラ
江
東

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

酒
井　

豊

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
会
議

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

多摩ブロック正会員会議

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
会
議
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北
部
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
会
議
は
、
８

月
４
日
（
日
）
ル
ノ
ア
ー
ル
巣
鴨
会
議

室
で
１３
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

榊
原
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

①
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
に
つ
い
て
②

災
害
対
策
に
つ
い
て
③
東
腎
協
活
動
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
拡
大
に
つ
い
て
は
、
榊
原
ブ
ロ

ッ
ク
長
か
ら
、
患
者
の
無
関
心
さ
が
会

員
獲
得
の
支
障
に
な
っ
て
い
る
、
患
者

会
に
対
す
る
理
解
度
を
上
げ
る
方
策
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
、
患
者
会
の
存
在

意
義
を
ど
う
出
す
か
が
重
要
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

災
害
対
策
で
は
、
院
内
災
害
時
の
訓

練
や
患
者
の
透
析
カ
ー
ド
の
配
布
な
ど

各
区
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
収
集
を
し

て
い
く
方
針
で
す
。

次
に
参
加
者
か
ら
患
者
会
の
現
状
、

問
題
点
な
ど
が
出
さ
れ
、
会
員
の
高
齢

化
、
体
調
不
全
で
活
動
が
で
き
な
い
、

専
門
的
な
勉
強
会
を
も
っ
と
や
っ
て
ほ

し
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

８
月
４
日
個
人
会
員
交
流
会
を
午
前

に
、
正
会
員
交
流
会
を
午
後
に
行
い
ま

し
た
。

個
人
会
員
交
流
会
で
は
、
自
己
紹
介

の
後
、
ふ
だ
ん
困
っ
て
い
る
事
等
を
相

談
し
ま
し
た
。
個
人
会
員
さ
ん
は
、
他

の
患
者
さ
ん
と
接
す
る
機
会
が
少
な
い

為
、
平
日
の
夕
食
会
、
交
流
会
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
又
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
方

か
ら
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
患
者
同
士
の
情
報
交

換
の
場
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

ど
ち
ら
も
今
後
、
検
討
し
て
行
く
事

に
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
正
会
員
会
議
に

は
、
戸
倉
会
長
、
板
橋
事
務
局
長
も
参

加
し
ま
し
た
。
初
め
に
戸
倉
会
長
よ
り

ご
挨
拶
頂
き
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
お

話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
皆
さ

ん
で
今
後
の
患
者
会
の
あ
り
方
、
今
の

問
題
点
を
話
し
合
い
、
情
報
交
換
を
行

い
終
了
し
ま
し
た
。

８
月
２４
日
（
土
）
～
２５
日
（
日
）
に

第
8５
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
、
山
梨

県
甲
府
市
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
で

開
催
さ
れ
、
全
腎
協
か
ら
榊
原
理
事
、

各
県
腎
協
か
ら
２
～
３
名
、
東
腎
協
か

ら
戸
倉
会
長
、
古
暮
副
会
長
、
板
橋
事

務
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

中
島
山
梨
県
腎
協
会
長
、
全
腎
協
の

榊
原
理
事
の
挨
拶
が
あ
り
、
早
速
本
日

の
議
題
で
あ
っ
た
、
今
後
の
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
会
議
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
、
各

県
腎
協
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
論
と
し
て
来
年
度
か
ら
も
年
２
回

開
催
し
、
従
来
の
組
織
対
策
・
災
害
対

策
は
２
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
内
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
山
梨
県
腎
協
か
ら
勉
強
会

「
終
活
時
の
透
析
を
ど
う
す
る
か
？
」

と
題
し
て
、
こ
の
問
題
に
か
ね
て
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
長
崎
県
の
事
例
が
報

告
さ
れ
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
も
今

後
何
ら
か
の
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
る

の
で
は
？
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

勉
強
会
終
了
後
、
夕
食
会
・
懇
親
会

８
月
４
日　

ル
ノ
ア
ー
ル
巣
鴨

理
事　

三
好　

か
お
り

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
会
議

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

８
月
４
日
ル
ノ
ア
ー
ル
新
宿
三
丁
目

理
事　

須
賀　

春
美

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
正
会
員
会
議
・�

個
人
会
員
会
議

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

古
暮　

宏

第
８５
回�

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議（
甲
府
）

北部ブロック正会員会議

中南部ブロック正会員会議
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が
行
わ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
情

報
交
換
が
行
わ
れ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
は
午
前
９
時
か
ら
会
議
が
開
催

さ
れ
、
各
県
腎
協
の
現
況
等
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
、
患
者
会
役
員
の
高
齢

化
に
よ
る
活
動
の
低
下
、
新
会
員
が
な

か
な
か
入
ら
な
い
た
め
、
会
員
減
の
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
、
厳
し
い
組
織
運

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
の
各
県
腎
協

の
共
通
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
先
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙

で
、
全
腎
協
か
ら
自
民
党
の
石
田
議
員

へ
の
選
挙
応
援
依
頼
が
あ
っ
た
が
、
東

腎
協
と
し
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
抵
触
す
る

こ
と
、
従
来
の
全
腎
協
と
し
て
の
政
治

的
に
中
立
な
立
場
か
ら
明
ら
か
に
問
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
腎
協
に
「
意
見

書
」
を
提
出
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。各

県
腎
協
か
ら
も
賛
同
の
意
見
が
出

さ
れ
た
が
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、

全
腎
協
に
対
し
抗
議
を
す
る
こ
と
は
行

わ
な
い
事
に
な
り
ま
し
た
。

以
上
２
日
間
に
お
け
る
会
議
は
無
事

に
閉
幕
し
ま
し
た
。

次
回
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
１２
月

１
日
（
日
）
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

８
月
２9
日
（
木
）
東
腎
協
か
ら
戸
倉

会
長
を
は
じ
め
古
暮
、
梅
原
、
榊
原
、

野
口
、
三
好
、
板
橋
の
７
名
が
参
加
し
、

東
京
都
に
来
年
度
の
１５
項
目
に
分
け
て

２
０
２
０
年
度
東
京
都
予
算
要
請

予
算
要
請
を
し
て
い
た
の
に
対
し
、
次

の
通
り
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

１　

各
種
医
療
制
度
の
継
続
維
持
継
続

①
「
医
療
費
助
成
制
度
・
難
病
医
療
費

助
成
制
度
の
堅
持
拡
充
」

回
答
：
来
年
度
も
継
続
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
「
新
規
７０
才
未
満
も
対
象
に
」

回
答
：
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
に
つ
き

ま
し
て
は
、
介
護
保
険
制
度
と
の
整
合

性
を
図
る
た
め
見
直
し
を
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

２　

要
介
護
透
析
者
へ
の
支
援
強
化

③
「
公
費
に
よ
る
移
送
助
成
を
」

回
答
：
通
院
送
迎
対
策
の
実
施
に
つ
き

ま
し
て
は
、
都
の
医
療
費
助
成
制
度
と

し
て
は
、
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

④
「
透
析
と
介
護
施
設
の
併
設
・
増
設

を
」

回
答
：
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
出
来
る
よ
う
、
地
域
包
括
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
域

偏
在
の
緩
和
・
解
消
と
整
備
水
準
の
向

上
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

⑤
「
療
養
病
床
の
増
床
計
画
の
推
進
」

回
答
：
病
床
機
能
の
整
備
・
転
換
を
行

う
医
療
機
関
に
対
し
て
費
用
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑥「
腎
臓
病
患
者
介
護
の
認
定
制
度
を
」

回
答
：
介
護
専
門
員
は
、
資
格
登
録
時

８
月
３１
日
（
土
）
１３
時
３0
分
か
ら
、

浦
和
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
青
年
交
流
会
が
行
わ
れ
、
東
京
都

を
含
む
各
県
青
年
部
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、

会
員
な
ど
３３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
腎
友
上
野
会
長
の
開
会
挨

拶
、
来
賓
挨
拶
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年

代
表
の
挨
拶
の
後
、「
障
害
者
の
就
労

支
援
に
つ
い
て
」
新
舩
孝
子
先
生
か
ら

講
演
が
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
民
間

職
業
紹
介
事
業
者
以
外
の
自
治
体
が
行

う
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
座
談
会
で
は
、
神

奈
川
腎
友
会
事
務
局
員
の
阿
部
充
子
さ

ん
、
埼
玉
腎
臓
病
友
の
会
青
年
部
副
部

長
渡
邊
真
也
さ
ん
、
東
腎
協
青
年
部
の

永
見
明
子
さ
ん
の
「
就
労
体
験
」
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
全
腎
協
青
年
研
修
会
の
報

告
と
、
各
県
の
活
動
報
告
、
各
県
の
青

年
部
の
会
員
登
録
の
仕
方
や
個
人
会
員

と
患
者
会
会
員
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

第８５回関東ブロック会議

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流
会
㏌�
�

さ
い
た
ま

関東ブロック青年交流会㏌さいたま
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医
療
事
故
発
生
の
報
告
が
あ
っ
た
場
合
、

速
や
か
に
立
ち
入
り
検
査
を
行
っ
て
い

る
。

６　

患
者
中
心
の
透
析
医
療
に
つ
い
て

⑪
「
患
者
中
心
の
透
析
医
療
を
」

回
答
：
本
年
４
月
、
都
内
全
病
院
や
医

療
機
関
に
対
し
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
の
徹
底
に
つ
い
て
周
知
し
ま

し
た
。

７　

透
析
患
者
へ
の
大
災
害
対
策
に
つ

い
て

⑫
「
収
集
取
得
手
段
の
明
示
を
」

回
答
：
災
害
時
の
透
析
医
療
活
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
や
災
害
時
透
析
患
者
カ
ー
ド
策

定
し
、
避
難
所
で
必
要
な
情
報
を
得
ら

れ
る
様
、
区
市
町
村
に
周
知
し
て
い
る
。

都
道
府
県
を
越
え
て
の
広
域
的
な
仕

組
み
作
り
に
動
い
て
い
る
。

８　

再
生
医
療
と
臓
器
移
植
に
つ
い
て

⑬
「
再
生
医
療
の
推
進
を
」

回
答
：
移
植
を
希
望
す
る
方
に
腎
臓
移

植
組
織
適
合
検
査
の
一
部
を
助
成
し
て

い
る
。
又
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
よ
る
細
胞

治
療
法
の
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑭
「
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
協
力
を
」

回
答
：
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
共

催
者
と
し
て
、
カ
ー
ド
の
作
成
・
配
布
。

区
市
町
村
・
保
健
所
・
移
植
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
集
め
、
意
思
表
示
の
定
着

都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
７
月
３0
日

（
火
）
日
本
共
産
党
東
京
都
議
団
、
８

月
１
日
（
木
）
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
、

８
月
２0
日
（
木
）
都
議
会
公
明
党
、
都

議
会
自
由
民
主
党
、
都
議
会
立
憲
民
主

党
・
民
主
ク
ラ
ブ
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
２
０
２
０
年
度
東
京
都
予
算
要

請
事
項
の
説
明
と
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
受
講
す
る
研
修
に
お
い
て
、
腎
臓
病

の
特
性
や
留
意
点
に
つ
い
て
講
義
を
行

っ
て
い
ま
す
。

３　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

⑦
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ン
ー
ン
の

予
算
化
を
」

回
答
：
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
、「
早
期
発
見
」「
早
期
治
療
」

に
努
め
る
。
都
の
公
立
学
校
の
健
康
診

断
で
は
、
平
成
３0
年
よ
り
、
血
清
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
の
検
査
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

⑧
「
都
民
の
集
い
の
支
援
強
化
を
」

回
答
：
令
和
２
年
３
月
１５
日
会
場
の
確

保
の
協
力
を
し
ま
す
。
又
、
東
京
都
の

広
報
媒
体
を
通
じ
て
周
知
さ
せ
て
頂
く
。

４　

腎
臓
病
患
者
の
救
急
医
療
に
つ
い

て⑨
「
救
急
医
療
体
制
の
強
化
を
」

回
答
：
何
時
で
も
、
何
処
で
も
、
誰
で

も
、
症
状
に
応
じ
た
医
療
が
受
け
ら
れ

る
様
、
救
急
医
療
体
制
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
医
療
保
険
計
画
に
基
づ
い
て
救

急
医
療
で
の
確
保
し
て
い
き
た
い
。

５　

透
析
医
療
の
安
全
に
つ
い
て

⑩
「
安
全
に
つ
い
て
行
政
指
導
の
強
化

を
」

回
答
：
病
院
に
対
し
て
定
期
的
（
３
年

に
一
度
の
ペ
ー
ス
）
な
立
ち
入
り
検
査

を
し
、
助
言
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

各党ヒアリングの様子

に
努
め
る
。
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ー
ド
も
都

の
後
援
と
し
て
協
力
。

⑮
「
雇
用
環
境
の
整
備
を
」

回
答
：
障
害
者
雇
用
支
援
フ
ェ
ア
ー
で

「
障
害
者
雇
用
促
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

の
配
布
し
、
雇
用
環
境
整
備
の
重
要
性

を
理
解
し
て
頂
く
様
努
め
る
。「
東
京

都
難
病
・
が
ん
患
者
就
労
支
援
奨
励
金
」

制
度
を
平
成
２9
年
度
に
設
立
し
、
治
療

と
仕
事
の
両
立
に
向
け
て
取
り
組
む
企

業
を
支
援
し
て
い
る
。
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２
０
１
９
年
度
の
第
３9
回
臓
器
移

植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
台

風
１8
号
の
影
響
も
あ
っ
て
、
朝
か
ら

小
雨
が
降
る
中
、
東
京
都
疾
病
対
策

課
、
東
腎
協
役
員
・
会
員
・
東
京
医

大
八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
先
生
や

看
護
師
さ
ん
、
東
京
女
子
医
大
移
植

者
の
会
（
あ
け
ぼ
の
会
）
な
ど
総
勢

４9
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
部
は
午
前
１0
時
か
ら
、
午
後

の
部
は
、
１３
時
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
腎
協

戸
倉
振
一
会
長
の
開
会
挨
拶
、
共
催
の

挨
拶
を
東
京
都
疾
病
対
策
課
鈴
木
祐
子

課
長
、
東
京
医
大
八
王
子
医
療
セ
ン
タ

ー
の
岩
本
整
副
セ
ン
タ
ー
長
、
東
京
女

子
医
大
移
植
者
の
会
・
あ
け
ぼ
の
会
の

小
柳
啓
一
さ
ん
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
時
折
強
く
降
る
中
で
、

道
行
人
た
ち
に
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
入
り
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
全
腎
協
の
ネ
ー
ム
入
り

風
船
、
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く

れ
た
人
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
念
バ
ッ
ジ
（
東
京
都

よ
り
寄
贈
）
や
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
バ
ッ

ジ
を
配
布
し
ま
し
た
。

八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
「
健
康
相
談
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

雨
の
中
で
も
真
剣
に
相
談
す
る
方
が
大

勢
い
ま
し
た
。

第
３９
回
臓
器
移
植
普
及
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

１０
月
６
日
（
日
）

上
野
恩
賜
公
園

岩本副センター長 東京都鈴木課長
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あけぼの会小柳さん
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今
年
で
４０
年
と
な
り
ま
し
た

東
京
健
生
病
院
サ
ボ
テ
ン
会

工
藤
松
太
郎
（
６７
）

１
９
７
９
年
７
月
９
日　

透
析
導
入

し
今
年
で
４0
年
と
な
り
ま
し
た
。

２４
歳
で
慢
性
腎
炎
と
言
わ
れ　

２７
歳

で
透
析
導
入
そ
の
半
年
後
に
長
男
誕
生
。

最
初
の
目
標
は
「
長
男
が
２0
歳
に
な
る

ま
で
付
き
合
い
た
い
」。
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
と
喧
嘩
の
仕
方
は　

教
え
た
い
と

思
い
ま
し
た
（
笑
）。
透
析
を
宣
告
さ

れ
た
時
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
人
並
み
に
子
育

て
で
も
す
る
か
と
思
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

３
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
、
た
ま
た
ま

好
き
な
仕
事
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
）
だ
っ
た
の
で
子
育
て
と
仕
事
は
楽

し
く
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

会
報
の
制
作
」
で
患
者
会
活
動
に
も
参

加
し
て
お
り
ま
す
。

通
院
し
て
い
る
東
京
健
生
病
院
透
析

室
の
主
治
医
、
ス
タ
ッ
フ
の
理
解
あ
る

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
「
自
力
で
生

活
す
る
こ
と
」
が
引
き
続
き
の
目
標
で

す
。

第
十
五
回
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

川
柳
係
　
井
上
健
史

練
馬
区
の
優
人
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
患
者

会
に
よ
る
第
十
五
回
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
は
前
回
コ
ン
テ
ス
ト
の
成
績

優
秀
者
十
二
名
で
、
六
十
句
の
応
募
の

中
か
ら
投
票
の
結
果
、
次
の
句
が
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
川
柳
で
は
一

位
か
ら
三
位
を
天
地
人
と
呼
び
、
五
客
、

秀
と
続
き
ま
す
。

テ
ー
マ
「
私
の
健
康
法
」

天　
　

し
っ
か
り
と
食
べ
て
眠
っ
て 

八
千
歩�

木
曽
康
子

地　
　

笑
う
こ
と
免
疫
増
え
て 

味
方
す
る�

久
保
光
子

フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
た
５１
歳
の
時
、

腎
臓
に
癌
が
見
つ
か
り
最
短
で
入
退
院

で
き
る
内
視
鏡
を
選
択
、
幸
い
な
事
に

病
気
を
理
由
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
迷
惑

を
か
け
る
事
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

次
の
目
標
「
導
入
時
の
年
齢　

２７
歳

と
同
じ
透
析
年
数
２７
年
」
も
ク
リ
ア
し

た
時
、　

長
男
２6
歳
、
長
女
２４
歳
、
次

女
２２
歳
と
成
長
し
、
父
親
と
し
て
の
役

目
は
、
ほ
ぼ
果
た
し
た
と
思
い
ま
す
。

60
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
合
併
症
（
透

析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
）
と
の
共
存
。

骨
盤
一
部
穿
孔
。
手
根
管
症
候
群
（
手

術
２
回
）
肩
、
肘
、
股
関
節
、
膝
、
足

首
、
指
の
炎
症
（
指
に
至
っ
て
は
バ
ス

タ
オ
ル
で
背
中
を
拭
い
て
も
痛
め
ま

す
）。
周
り
の
協
力
を
得
な
が
ら
続
け

て
き
た
仕
事
も
6４
歳
で
リ
タ
イ
ア
。
6５

歳
で
狭
心
症
。
6７
歳
の
今
年
、
膵
炎
、

黄
疸
（
肝
炎
）、
胃
腸
炎
と
内
臓
ト
ラ

ブ
ル
発
生
。

現
在
「
酸
化
・
糖
化
さ
せ
な
い
食
事
、

よ
く
噛
ん
で　

腹
８
分
を
心
が
け
」、

元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
イ
チ
ロ
ー
が

使
っ
て
い
る
マ
シ
ー
ン
の
あ
る
ジ
ム
に

通
い
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
劣
化
と
折
り
合
い
を

つ
け
つ
つ
「
身
体
の
手
入
れ
を
趣
味
」

と
す
る
日
々
で
す
。
肘
、
指
を
い
た
わ

り
な
が
ら
「
前
患
者
会
・
現
患
者
会
の

人　
　

長
生
き
は
快
食
透
析 

ノ
ー
天
気�

中
島
立
身

五
客　

女
子
会
は
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー 

心
の
ネ�

木
曽
康
子

五
客　

妻
の
笑
み
あ
れ
ば
百
ま
で 

生
き
ら
れ
る�

中
島
立
身

五
客　

毎
日
を
楽
し
く
笑
い 

長
生
き
を�

山
口
君
子

五
客　

一
万
歩
自
慢
は
し
た
が 

医
者
通
い�

夢
老
い
人

五
客　

薄
塩
に
あ
る
長
生
き
の 

処
方
箋�

五
反
田
琴
彦

秀　
　

月
一
の
ゴ
ル
フ
楽
し
む 

楽
天
家�

清
水
猛

　
　
　

無
理
し
な
い
齢
を
と
っ
た
ら 

で
き
る
だ
け�

神
野
克
之

　
　
　

ド
ク
タ
ー
の
ぬ
く
も
る 

コ
メ
ン
ト
心
に
し
み
る 

�

篠
原
弘
子
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ほ
め
た
た
ふ
天
（
あ
め
）
の 

鶴
（
た
ず
）
群
れ 

野
に
ひ
び
く�

福
田
清
子

　
　
　

う
れ
し
い
な
あ
の
子
に 

会
え
る
透
析
日�

八
洲
昭
二

　
　
　

杖
な
く
て
歩
け
る
私 

少
し
だ
け�
大
野
滋
美

　
　
　

ひ
孫
抱
く
ま
で
は
死
な
ぬ
と 

願
か
け
る�

広
河
聖
都

　
　
　

百
で
な
お
ラ
ジ
オ
体
操 

欠
か
さ
な
い�

広
河
聖
都

　
　
　

運
命
と
明
る
く
生
き
る 

残
る
日
々�

永
森
敏
男

　
　
　

幼
な
子
と
ラ
ジ
オ
体
操 

六
時
半�

木
曽
康
子

　
　
　

川
柳
で
頭
落
語
で 

腹
か
か
え�

宮
崎
光

　
　
　

ご
馳
走
も
貪
ら
な
い
で 

腹
八
分�

広
河
聖
都

　
　
　

ジ
ム
に
行
き
五
千
歩
歩
き 

汗
を
か
く�

清
水
猛

　
　
　

健
康
は
家
事
す
る
量
で 

は
か
り
ま
す�

大
野
滋
美

　
　
　

ダ
イ
エ
ッ
ト
明
日
（
あ
し
た
） 

明
日
へ
先
送
り�

丸
山
み
ね
子

　
　
　

古
い
ラ
ジ
オ
取
り
出
し
て 

体
操
は
じ
め
し
八
十
三
才 

�

篠
原
弘
子

　
　
　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
の
み 

思
う
余
生
か
な�

八
洲
昭
二

　
　
　

透
析
し
朝
湯
朝
酒 

昼
寝
酒�

㐂
三
二

　
　
　

何
故
太
る
食
べ
て
な
け
れ
ば 

増
え
ま
せ
ん 

�

優
人
ス
タ
ッ
フ
Ａ

第
七
回
「
東
京
歩
こ
う
会
」

は
大
田
区
洗
足
池
界
隈
の
周

遊
で
し
た

９
月
１
日
（
日
）、
第
７
回
「
東
京

歩
こ
う
会
」
が
大
田
区
の
洗
足
池
周
辺

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
、

お
子
さ
ん
を
含
む
２７
名
で
し
た
。
東
部
、

北
部
、
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
方
た
ち
に
は
、

場
所
が
遠
く
て
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
参
加
し
て
頂
い
て
大
変
嬉
し
か
っ

　
　
　

塩
分
を
控
え
り
ゃ
卆
寿 

夢
じ
ゃ
な
い�

五
反
田
琴
彦

　
　
　

早
起
き
し
薄
茶
一
碗 

飯
五
勺�

㐂
三
二

　
　
　

吉
野
家
の
牛
丼
食
べ
て 

気
分
晴
れ�

清
水
猛

　
　
　

健
康
法
皆
と
披
露
も 

こ
の
程
度�

夢
老
い
人

　
　
　

律
義
者
肉
屋
八
百
屋
を 

つ
ぶ
す
気
で�

宮
崎
光

　
　
　

食
べ
す
ぎ
ず
飲
み
す
ぎ
な
い
で 

よ
く
透
析�

中
屋
敷
宗

　
　
　

電
動
の
車
椅
子
駆
け 

銀
座
ゆ
く�
宮
崎
光

　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
静
け
き
朝
に 

迎
へ
来
る�

森
山
藤
男

　
　
　

農
園
を
借
り
て
朝
か
ら 

土
い
じ
り�

丸
山
み
ね
子

　
　
　

ラ
ー
メ
ン
の
汁
は
飲
ま
な
い 

主
義
に
変
え�

八
洲
昭
二

た
で
す
。

１0
時
３0
分
、
東
急
大
岡
山
駅
前
を
出

発
し
、
大
岡
山
北
口
商
店
街
を
抜
け
て

最
初
の
目
的
地
清
水
窪
弁
財
天
へ
向
か

い
ま
し
た
。
こ
の
清
水
窪
と
い
う
所
は
、

洗
足
池
の
主
た
る
水
源
の
一
つ
で
大
量

の
水
が
涌
き
出
て
い
て
結
構
涼
し
か
っ

た
で
す
。
こ
の
水
源
に
は
、
小
さ
な
祠

が
沢
山
あ
っ
て
皆
さ
ん
思
い
思
い
に
お

参
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
参
り
し
た

あ
と
、
目
的
地
の
洗
足
池
に
向
か
い
ま

し
た
。
池
に
近
づ
く
に
つ
れ
木
が
沢
山

生
い
茂
っ
て
い
て
と
て
も
良
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
池
に
着
い
て
皆
さ
ん

暑
さ
の
た
め
少
し
疲
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
の
で
、
池
に
あ
る
無
料
休
憩

所
で
１0
分
程
休
憩
す
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
休
憩
を
取
っ
た
後
参
加
者
全
員
で

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
そ
の
後
池

の
周
り
を
時
計
回
り
に
進
ん
で
、
次
に

洗足池周辺で
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投
稿
の
お
願
い　

編
集
委
員
会
で
は

会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

「
な
か
ま
の
た
よ
り
」
に
投
稿
の
方
、

旅
行
、
趣
味
、
食
事
会
、
サ
ー
ク
ル

活
動
等
内
容
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
何

で
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

☎
０
３
―
３
９
４
４
―
４
０
４
８

　

E-m
ail　

kikannshi@
toujin.jp

１
９
３
４
年
に
建
立
さ
れ
た
「
洗
足
池

弁
財
天
」
を
お
参
り
し
そ
の
後
、
西
郷

隆
盛
の
死
を
悼
ん
だ
勝
海
舟
が
私
費
で

建
立
し
た
石
碑
で
西
郷
が
沖
永
良
部
島

に
島
流
し
に
な
っ
て
か
ら
詠
ん
だ
詩
が

刻
ま
れ
て
い
る
「
西
郷
隆
盛
（
南
洲
）

留
魂
詩
碑
」
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
次

に
石
碑
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
「
勝
海
舟
夫

妻
の
墓
」
に
行
き
参
加
者
お
の
お
の
手

を
合
わ
せ
ま
し
た
。

こ
の
お
墓
は
、
１
８
９
９
年
に
死
去

し
た
勝
海
舟
。
生
前
か
ら
の
希
望
に
よ

っ
て
池
の
畔
に
埋
葬
さ
れ
、
今
も
こ
こ

に
勝
海
舟
は
奥
さ
ん
と
並
ん
で
眠
っ
て

い
ま
す
。
元
々
こ
こ
洗
足
池
に
は
、
勝

海
舟
の
別
荘
が
昔
あ
り
勝
海
舟
は
洗
足

池
の
風
景
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。
ま
た
お
墓
の
近
く
に
「
勝

海
舟
記
念
館
」
が
９
月
７
（
土
）
よ
り

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
勝
海
舟
夫
妻
の
お
墓
を
後
に
し
て

「
御
松
庵
妙
福
寺
」
に
行
き
お
寺
の
中

に
あ
る
日
蓮
聖
人
「
袈
裟
掛
け
の
松
」

を
見
ま
し
た
。
こ
こ
で
丁
度
お
昼
に
な

っ
た
の
で
ボ
ー
ト
乗
り
場
の
前
に
全
員

集
合
し
て
午
前
の
部
は
、
終
わ
り
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
各
々
お
昼
を
取
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
人
は
、
レ

ス
ト
ラ
ン
に
入
り
、
あ
る
人
は
持
っ
て

き
て
い
た
弁
当
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

午
後
の
部
は
、
お
昼
を
取
っ
た
後
午
後

１
時
に
ボ
ー
ト
乗
り
場
の
前
に
も
う
一

度
集
ま
り
午
後
の
部
を
再
開
し
ま
し
た
。

再
開
後
は
池
の
畔
を
進
ん
で
、
池
月
橋

を
渡
り
、
目
の
前
に
あ
る
千
束
八
幡
神

社
で
お
参
り
を
し
て
か
ら
す
ぐ
側
に
あ

る
源
頼
朝
の
愛
馬
「
池
月
号
」
の
銅
像

を
見
て
、
銅
像
の
前
で
ま
た
記
念
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。
記
念
写
真
を
撮
っ
た

後
朝
の
出
発
地
で
あ
る
大
岡
山
駅
に
向

け
て
出
発
し
ま
し
た
。
帰
る
途
中
で
コ

ー
ス
沿
い
に
あ
る
東
京
工
業
大
学
の
敷

地
内
を
通
っ
て
行
っ
て
（
東
京
工
業
大

学
の
敷
地
内
は
、
校
舎
に
入
ら
な
け
れ

ば
自
由
に
通
っ
て
良
い
の
で
）
大
岡
山

駅
に
着
い
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
方
は
暑
い
中
参
加
し
て
頂
き
、

最
後
ま
で
け
が
を
せ
ず
に
歩
い
て
頂
き

大
移
植
支
援
室
）

テ
ー
マ
：�「
移
植
前
の
準
備
・
移
植
後
の
ケ
ア
」

体
験
談
：�

生
体
腎
移
植
、
ド
ナ
ー
な
ど
３
名

参
加
ご
希
望
の
方
は
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
、
１１
月
９
日
（
土
）
ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

F
A

X

：�

0３
―
５
２
６
１
―
３
６
１
８
（
石

丸
宛
）

M
A
IL

：�A
kebonokai２000@

hotm
ail.com

（
ご
案
内
） 

第
４５
回
待
機
者
の
た
め
の
移
植
術

開
催
日
：
１１
月
１７
日
（
日
）
１４
時

場　

所
：�

ハ
ロ
ー
貸
会
議
室
新
宿
曙
橋
３
Ｆ

講　

師
：�

三
宮
彰
仁
先
生
（
東
京
女
子
医
科

大
学　

腎
臓
外
科
）

テ
ー
マ
：�「
腎
移
植
の
基
礎
知
識
」

講　

師
：�

越
田
里
美
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
移
植
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
東
京
女
子
医

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
松
本
茂
利
）

第
８
回
東
京
歩
こ
う
会
の
お

知
ら
せ

今
回
は
山
手
線
駒
込
駅
よ
り
出
発
し
、

ま
ず
六
義
園
（
り
く
ぎ
え
ん
）
を
訪
ね

ま
す
。
六
義
園
は
五
代
将
軍
綱
吉
の
側

用
人
柳
沢
吉
保
が
自
ら
の
下
屋
敷
と
し

て
造
営
し
た
大
名
庭
園
で
、
国
の
文
化

財
保
護
法
で
特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
名
園
で
す
。
特
に
つ
つ
じ
、
桜
、

紅
葉
の
美
し
さ
で
知
ら
れ
て
お
り
、
今

回
は
見
事
な
紅
葉
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
次
に
「
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
原
宿
」
で
知
ら
れ
る
巣
鴨
地
蔵

通
り
商
店
街
を
目
指
し
ま
す
。
と
げ
抜

き
地
蔵
で
知
ら
れ
る
高
岩
寺
、
江
戸
六

参加者の皆さん

地
蔵
の
一
つ
で
あ
る
真
性
寺
に
参
拝
し

た
あ
と
は
、
名
物
塩
大
福
、
美
味
し
さ

日
本
一
と
言
わ
れ
る
あ
ん
ぱ
ん
、
絶
品

ラ
ン
チ
等
々
、
１
６
０
店
舗
が
軒
を
連

ね
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
商
店
街
で
食

事
や
お
買
い
物
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
出
か
け
下
さ
い
。
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柿ゼリー柿ゼリー

〈材料〉（ １人分）

柿　　　　　　小 １／ ２個

砂糖　　　　　　小さじ １

レモン果汁　小さじ １／ ２

粉ゼラチン　小さじ １／ ２

水　　　　　　　　　５0ml

〈作り方〉

①�柿の皮を剥き、フードプロセッサー等でピューレ状にし、砂糖

とレモン果汁を混ぜ合わせる。

②�水を熱して粉ゼラチンを溶かし、①に混ぜ合わせる。

③②を型に流し入れ、冷蔵庫で冷やし固める。

ワンポイントアドバイス

★サンマ

　・�秋の味覚を代表する魚と言えば『サンマ』。毎年 9 月～１0月

が旬で、油ののった新鮮でジューシーなサンマが味わえます。

　　�身の厚いものは油がのっている証拠。目が澄んでいて、腹に

破れがないものが新鮮です。

　　�氷詰めの中から選ぶ時は、持った時にピンとしていて、傷の

無いものを選ぶとよいです。

　・�サンマはカリウムもリンも控えめで、おすすめできる魚です。

食品名 カリウム（mg） リン（mg） ※�可食部１00ｇ�
当たりサンマ　生 １90 １７0

　・�サンマはシンプルに塩焼き（焼く直前に塩を少なめにふる）

が定番ですが、刺身、焼きサンマのおろし酢かけ（大根おろ

し、合わせ酢※だし汁＋酢＋砂糖）、サンマの梅酢かけ（減

塩 ３％梅干し＋酢）も透析食としておすすめです。

★長芋

　・�長芋の旬は一年に ２ 回あり、『秋掘り』といわれる１１月初旬

から１２月にかけて収穫されるものと、『春掘り』といわれる

３ 月から ４ 月が収穫時期のものに分かれます。『秋掘り』は

みずみずしい食感が特徴です。『春掘り』はコクがあり濃厚

な味わいです。選ぶ時は表皮の色が肌色でツヤがあり、太く

まっすぐなものを選びます。持った時重みを感じられるもの

は水分が多く新鮮です。

食品名 カリウム（mg） リン（mg） ※�可食部１00g�
当たり長芋　生 ４３0 ２７

★めかぶ

　・�わかめの根に近い茎の両端にできる「めかぶ」を切り離した

もの。ひだのある独特の形状をしており、粘りが強いのが特

徴です。酢の物の他、天ぷら（意外な旨さ）、玉葱とめかぶ

のマリネ（醤油＋米酢）、ミョウガとめかぶ　ピリ辛冷や奴（ラ

ー油＋酢＋醤油）もおすすめです。

食品名 カリウム（mg） リン（mg） ※�可食部１00ｇ�
当たりめかぶ　生 88 ２6

★キノコ類

　・�キノコは一部を除き、料理をする時は水洗いしないでそのま

ま使用します。キノコは水溶性の栄養素が多いので、水洗い

しすぎると一緒に流れてしまうことがあります。また、キノ

コの風味も失われてしまいます。ほとんどのキノコは加熱調

理をして食べることになり、どうしても気になる時は、キッ

チンペーパーでさっと拭いて汚れを落とします。ちなみに、

水洗いした方がいいキノコは、なめことマッシュルームです。

但し、水洗いする時は、調理する直前に流水でさっと流す程

度でよいです。洗いすぎると味も風味も落ちてしまうので、

注意が必要です。

★柿

　・�柿の旬は１0～１１月頃になります。柿はサラダ、和え物、ジャ

ム、プリンなど、柔らかくなりすぎたものはシャーベットに

してシャリシャリ感で食べるのも美味しいです。また、皮は

乾燥させた後、お湯で煎じて飲む皮茶もおすすめです。

食品名 カリウム（mg） リン（mg）
※�可食部１00ｇ�
当たり柿　生（皮むき） １７0 １４

干し柿 6７0 6２

※�干し柿はカリウムもリンも生柿に比べ、 ４ 倍位高くな
りますので、注意が必要です。

★減塩のコツ

　・�減塩と美味しさは、塩味以外のうま味、香り、酸味がカギに

なります。減塩のコツは、だしのうま味をきかせることです。

料理の風味が豊かになり、塩分での味付けは少なくてすみま

す。昆布やかつお節や煮干しなどでしっかりとだしをとりま

す。だしをとる時間がない時は、市販のだしを利用します。

但し、普通のだしの素には塩分が多く含まれているので、使

用する量は控えめにします。塩分の少ない減塩だしの素を使

用するのもよいです。

　・�香辛料・香味野菜の香り、酢・レモンの酸味も上手に使い、

味付けにアクセントをつけるのもおすすめです。

★味覚

　・�味覚は甘味、塩味、酸味、苦味、旨味で美味しさを感じるこ

とができますが、実は温度によっても感じ方が変わってきま

す。甘さは温度が低いほど、感じにくくなり、塩味は温度が

低いほど感じやすくなります。「温度と味覚の関係」を知っ

ておくと、エネルギーや塩分のコントロールに役立ちます。

☆次回予告☆

手軽にできる透析食『鶏肉と野菜でおすすめフレンチ』

次回はフランス料理を家で簡単に作れるレシピをご紹介し

ます。

お楽しみに‼
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『手軽にできる透析食 
～秋に楽しむ旬の味覚～』
秋は、『食欲の秋』、『実りの秋』とも言われ、四季の中で一番

食べ物が美味しい時です。

脂ののったサンマ、香りのよいキノコ、美味しい果実など、秋

には美味しい食材がたくさん登場してきます。

今回は、手軽にできる透析食として『秋に楽しむ旬の味覚』を

テーマに豊かな秋の味覚をより美味しくいただくためのレシピ、

コツ・ポイントをご紹介いたします。

レシピ等作成　ＮＰＯ法人東腎協事務局員　須藤　幸子（調理師）

監　修　NUTRism（ニュートリズム）　松岡　里和（管理栄養士）

＊ １人分／ １食分の栄養素＊

エネルギー ７５9kcal タンパク質 ２１. ３ g

カリウム ７１8㎎ リン ２9４㎎

塩分 １ . 9 g

カレー風味サンマの竜田揚げと野菜の素揚げカレー風味サンマの竜田揚げと野菜の素揚げ

〈材料〉（ １人分）

サンマ　 １匹（60ｇ）

（Ａ）カレー粉　小さじ １／ ２

　　　塩　小さじ １／ ５

　　　酒・みりん　小さじ １

　　　しょうが汁　小さじ １

片栗粉　　適量

揚げ油　　適量

カボチャ　１0ｇ

人参　　　１0ｇ

〈作り方〉

①サンマは三枚おろしし、 ４等分に切る。

②�①に（Ａ）をからめて１0分程おいて下味をつけ、片栗粉をまぶ

す。

③カボチャと人参は ２～ ３ｍｍの細切りにする。

④人参はさっと揚げる。

⑤�カボチャは表裏を返しながら、色よく、カリッとなる迄 ３～ ４

分位揚げる。

⑥�②のサンマの余分な片栗粉を落として、カリッときつね色のな

るまで揚げる。

　　※�美味しく作るコツとして、べちゃっとならないように温

度に気をつけ、カリッと揚げる。

　　※�竜田揚げは食材に下味の調味料をからめることで、低塩

でありながらしっかりと味を感じられる。今回の『サン

マの竜田揚げ』は下味にカレー粉としょうがの絞り汁を

加えて風味をプラスしている。

長芋とめかぶのねばねば酢の物長芋とめかぶのねばねば酢の物

〈材料〉（ １人分）

長芋　　　　　　１0ｇ

スライスめかぶ　２0ｇ

おろし生姜　　　少々

（Ａ）だし汁・酢　　小さじ １

　　　減塩醤油　小さじ １／ ３

　　　みりん　　　　小さじ １

〈作り方〉

①�長芋の皮をむいて、 ５㎝位の長さに切り、さらに ２～ ３ｍｍ位

の厚さにスライスする。

②①とスライスめかぶと混ぜ合わせる。

③�食べる直前に②に（Ａ）三杯酢をかけ、おろし生姜を上にのせ

る。

キノコの炊き込みご飯キノコの炊き込みご飯

〈材料〉（ １人分）

白米　　　　　　　　　80ｇ

油揚げ　　　　　　　　 ５ｇ

椎茸　　　　１0ｇ（ １／ ２個）

舞茸　　　　　　　　　１0ｇ

しめじ　　　　　　　　１0ｇ

ごぼう　　　　　　　　 ５ｇ

人参　　　　　　　　　 ５ｇ

（Ａ）かつおだし　　　１00ml

（Ｂ）減塩醤油　小さじ １／ ２

　　　酒・みりん　　小さじ １

　　　塩　　　　　　　　少々

〈作り方〉

①米は洗って、ザルに上げ、３0～60分おく。

②�下記の「かつおだしの取り方」を参照し、かつおだしを作る。

③�キノコ類は石づきを落とし、椎茸は ２ｍｍの細切りにする。

　舞茸・しめじは手でほぐして一口大にする。

④ごぼうはささがけ、人参は細切りにする。

⑤�炊飯器に米、（Ａ）かつおだし、（Ｂ）調味料を入れてから、油

揚げ・キノコ類・ごぼう・人参を入れ、サッと混ぜて、通常通

りに炊く。

⑥�炊き上がったら、しゃもじでざっくり混ぜ、余分な水分を飛ば

し、１0分程蒸らす。

　　※かつおだしの取り方

　　　①鍋に水を入れ、火にかけて沸騰させる。

　　　②沸騰したら、火を止め、かつお節を入れる。

　　　③かつお節が鍋底に沈むまで、 １～ ２分おく。

　　　④ふきん等を敷いたザルにこす。
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◆はんぶん米の作り方◆

パックを開けて、脱酸素剤と
スプーンを取り出します。熱
湯または水を袋の内側の黒い
線まで注ぎ（１60cc）、スプーン
でよくかき混ぜます。次にチ
ャックを閉めて、熱湯で約１５
～２0分、水で約60分おきます。
※�はんぶん米（ １食分）
　エネルギー　３66kcal
　タンパク質　５．１ｇ
　食塩相当量　0．５㎎

◆パエリア・炊き込みご飯
料理編◆

★パエリア風（パエリア：ス
ペインを代表する世界的に
人気の料理の一つ）

①玉ねぎ １／ ４個とニンニク １片
をみじん切りにし、フライパン
に油を入れ炒める。

② ①に一口大に切った鶏肉、ま
たはエビ、イカ、むきアサリな
どお好みの具１00ｇ程度を加え
炒める。

③「はんぶん米」 １袋を加え、水
３00ml、カレーパウダー小さじ
２杯を加えて時々かき混ぜなが

ら弱火で煮る。
④途中、水５0～１00ml、を １ ～ ２
回加えて、かき混ぜながら約１５
分煮る。
※エビなどが硬くなりそうであ
れば、取り出して仕上げ時に
加える。

⑤水気が無くなり、米が食べやす
い硬さになったら、ミニトマト
２～ ４個を加え、塩、コショウ、
トマトケチャップ各少々を入れ
味を調える。好みでカレーパウ
ダーを追加しても良い。

★鶏肉と生姜の炊き込みご飯

①鶏肉１00ｇを一口大に切り、生
姜は千切りし、フライパンに油
（ごま油など）を入れ、炒める。
「はんぶん米」、水３00ml とつ
ゆの素（ ３倍希釈用めんつゆ）
大さじ １杯を加え、時々かき混
ぜながら弱火で煮る。

②途中、水５0～１00ml、を １ ～ ２
回加えて、かき混ぜながら約１５
分煮る。

③水気が無くなり、米が食べやす
い硬さになったら、火を止め盛
り付ける。

④もみ海苔、炒りごま、青のり、
刻み青ネギ 0など好みのものを
のせる。

�

◆缶詰等を利用して作るア
レンジ料理編◆

★バターチキンカレー混ぜご飯

①バターチキンカレー缶を「はん

ぶん米」に混ぜ、お湯を加えて
混ぜご飯を作る。
　エネルギー　１２３kcal
　タンパク質　７．５ｇ
　食塩相当量　１．４㎎

★鶏ゴボウ混ぜご飯

①鶏ゴボウ缶を「はんぶん米」に
混ぜ、お湯を加えて混ぜご飯を
作る。
　エネルギー　１２１kcal
　タンパク質　７．8ｇ
　食塩相当量　１．１㎎

★野菜スープの素とごま油の
混ぜご飯

準備するもの
　野菜スープの素
　 １パック（食塩 １ｇ程度のもの）
　ごま油　小さじ １

①はんぶん米のパックを開け、脱
酸素剤とスプーンを取り出す。

②パックに具材（野菜スープの素、
ごま油）を入れ、スプーンでか
き混ぜる。

③内側の線までお湯を入れ、スプ
ーンでかき混ぜ、封をする。

④２0分おいて、逆さまにし、 ５分
蒸らす。

〈美味しく作るコツ〉
＊油を加えることで、ご飯にツヤ
とコクとまろやかさを出す。

＊具材を加え、よくかき混ぜ、お
湯を入れてさらにかき混ぜる。

＊蒸らすときは上下逆さにする。
＊保存期間が長いものを選ぶ。

本資料は、八王子東町クリニック
管理栄養士　高本江利子様　及び
府中腎クリニック管理栄養士　福
島由香里様のご協力により作成い
たしました。

災害用備蓄米（はんぶん米）の美味しい食べ方
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私
た
ち
の
求
め
る
「
腎
疾
患
総
合
対

策
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す
る
と
、
次

の
通
り
で
す
。

●�

国
民
的
な
取
り
組
み
が
必

要
な
腎
疾
患
対
策

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
患
者
は

千
三
百
万
人
を
超
え
る
と
言
わ
れ
、
今

や
国
民
病
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
沈
黙
の
病
気
」
腎
臓
病
は
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。
こ
れ

以
上
腎
臓
病
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、

国
が
慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て
の
啓
発
・

広
報
活
動
を
一
層
強
化
し
、
腎
疾
患
対

策
を
国
民
的
取
り
組
み
と
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

●�

一
刻
を
争
う
介
護
が
必
要

な
透
析
患
者
へ
の
対
応

高
齢
患
者
の
増
加
や
長
期
透
析
、
糖

尿
病
性
腎
症
を
原
疾
患
と
す
る
透
析
患

者
の
増
加
に
よ
り
、
障
害
の
重
度
化
・

重
複
化
で
介
護
を
必
要
と
す
る
患
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

ら
の
要
介
護
患
者
が
必
要
な
介
護
保
険

制
度
の
拡
充
が
不
可
欠
で
す
。
な
か
で

も
通
院
が
困
難
な
患
者
へ
の
支
援
や
自

宅
で
の
生
活
が
困
難
な
透
析
患
者
が
入

居
で
き
る
施
設
不
足
は
全
国
的
に
深
刻

な
状
況
で
、
早
急
に
対
策
が
必
要
で
す
。

●�
災
害
時
の
透
析
医
療
の
確

保
と
避
難
・
移
動
体
制
の

整
備

東
日
本
大
震
災
で
も
明
ら
か
に
な
っ

た
よ
う
に
、
１
～
２
日
お
き
に
治
療
を

必
要
と
す
る
透
析
患
者
は
、
災
害
時
に

お
い
て
も
生
命
を
守
る
た
め
に
透
析
医

療
の
確
実
な
確
保
が
必
要
で
す
。
特
に

介
護
が
必
要
な
透
析
患
者
は
避
難
の
手

助
け
や
通
院
移
動
の
保
障
も
必
要
で
、

そ
れ
ら
の
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

●�

臓
器
移
植
の
普
及
と
再
生

医
療
研
究
の
推
進

臓
器
移
植
は
現
在
、
慢
性
腎
不
全
の

唯
一
の
根
治
的
な
治
療
で
す
。
し
か
し

日
本
で
の
献
腎
移
植
例
は
ま
だ
ま
だ
少

な
く
、
臓
器
移
植
の
普
及
推
進
を
進
め

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
な
ど
の
再
生
医
療
に
つ
い
て

は
、
そ
の
成
果
が
早
く
腎
疾
患
の
治
療

に
反
映
で
き
る
よ
う
に
研
究
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な「
腎
疾
患
総
合
対
策
」

が
実
現
し
て
い
る
と
は
ま
だ
ま
だ
言
え

ま
せ
ん
。
国
民
が
腎
疾
患
か
ら
守
ら
れ

る
日
が
早
く
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
強
く

要
望
し
ま
す
。

東
腎
協
で
は
東
京
を
始
め
全
国
の
会

員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
国
会
請
願

署
名
活
動
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
今
後
の
主
な
日
程
】

■
１0
月
中
旬
に
署
名
用
紙
を
各
患
者
会
、

個
人
会
員
、
賛
助
会
員
企
業
等
に
送
付
。

署
名
活
動
開
始
。

■
署
名
用
紙
の
締
め
切
り
は
来
年
２
月

末
日
。
東
腎
協
事
務
局
に
署
名
用
紙
の

返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
患
者
会
に
送
付
す
る
署
名
簿
の
仕
分
け
作
業
。

新
し
い
理
事
さ
ん
た
ち
が
事
務
局
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
）

第
４9
次
国
会
請
願
署
名
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た

�

２
０
１
９
年
１０
月
～
２
０
２
０
年
２
月
末
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請
願
っ
て
そ
も
そ
も
何
？

私
た
ち
の
声
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る

方
法
の
ひ
と
つ
に
「
請
願
」
が
あ
り
ま

す
。
請
願
は
国
民
が
国
や
地
方
公
共
団

体
に
対
し
て
、
文
章
を
用
い
て
困
っ
た

こ
と
や
願
い
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
、

日
本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
の
ひ

と
つ
で
す
。
国
籍
や
年
齢
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
国
内
に
住
む
海
外
の

人
や
未
成
年
者
、
ま
た
、
海
外
に
住
む

日
本
国
籍
の
人
も
請
願
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

私
た
ち
が
国
に
請
願
を
し
た
い
と
思

っ
た
場
合
、
国
会
議
員
（
衆
議
院
議
員

ま
た
は
参
議
院
議
員
）
の
紹
介
が
必
要

ま
も
な
く
第

ま
も
な
く
第
４9４9
次
「
腎
疾
患
総
合
対
策
の
早
期
確
立
を
要
望
す
る
」
国
会
請

次
「
腎
疾
患
総
合
対
策
の
早
期
確
立
を
要
望
す
る
」
国
会
請

願
の
署
名
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
毎
年
署
名
活
動
を
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
が
、

願
の
署
名
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
毎
年
署
名
活
動
を
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
が
、

「
今
年
も
私
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
頑
張
っ
て
署
名
を
集
め
る

「
今
年
も
私
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
頑
張
っ
て
署
名
を
集
め
る

ぞ
」
と
意
欲
を
燃
や
す
人
が
い
る
一
方
、「
同
じ
こ
と
を
し
て
何
の
意
味
が
あ

ぞ
」
と
意
欲
を
燃
や
す
人
が
い
る
一
方
、「
同
じ
こ
と
を
し
て
何
の
意
味
が
あ

る
ん
だ
」
と
首
を
か
し
げ
る
ひ
と
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
改
め
て

る
ん
だ
」
と
首
を
か
し
げ
る
ひ
と
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
改
め
て

国
会
請
願
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
そ
の
趣
旨
や
し
く
み
に
つ
い
て
理
解
し
、

国
会
請
願
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
そ
の
趣
旨
や
し
く
み
に
つ
い
て
理
解
し
、

全
国
の
仲
間
と
と
も
に
、
来
年
の
国
会
請
願
に
む
け
、
署
名
活
動
に
取
り
組
ん

全
国
の
仲
間
と
と
も
に
、
来
年
の
国
会
請
願
に
む
け
、
署
名
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。（
こ
の
記
事
は

で
い
き
ま
し
ょ
う
。（
こ
の
記
事
は
２
０
１
７

２
０
１
７
年年
９９
月
「
ぜ
ん
じ
ん
き
ょ
う
」

月
「
ぜ
ん
じ
ん
き
ょ
う
」

２
８
３

２
８
３
号
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
も
と
に
編
集
し
た
も
の
で
す
）

号
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
も
と
に
編
集
し
た
も
の
で
す
）

で
す
。
国
会
議
員
の
紹
介
が
な
い
場
合

は
「
陳
情
」
と
呼
ば
れ
、
要
望
し
た
い

人
が
文
書
を
直
接
議
院
の
議
長
あ
て
に

送
り
ま
す
。

請
願
に
は
な
ん
の
意
味
が
あ

る
の
？

私
た
ち
が
国
の
政
治
に
か
か
わ
る
最

も
有
効
な
手
段
は
、
選
挙
を
通
じ
て
国

会
議
員
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。
し
か
し
皆

さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
国
会
議
員

を
選
ぶ
選
挙
で
は
、
私
た
ち
が
抱
え
る

最
も
切
実
な
課
題
が
争
点
に
な
る
こ
と

は
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
比
べ
、
国
会
請
願
は
、
私
た

ち
患
者
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
困
っ
て

い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
願
い
が
あ
る

の
か
、
等
々
を
言
葉
に
し
て
、
そ
れ
を

も
と
に
国
会
議
員
へ
は
た
ら
き
か
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
国
会
請
願
の
内
容
は
、

国
会
の
専
門
委
員
会
（
全
腎
協
の
請
願

は
厚
生
労
働
委
員
会
）
に
て
、
与
野
党

が
協
議
を
し
、
採
択
す
べ
き
も
の
か
決

め
ま
す
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
国
会
議

員
に
私
た
ち
患
者
の
実
態
や
願
い
を
知

っ
て
も
ら
う
最
高
の
機
会
な
の
で
す
。

国
会
請
願
は
、
紹
介
議
員
の
人
数
が

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
関
心
を
向
け
て
も

ら
え
ま
す
し
、
署
名
数
が
多
け
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
多
く
の
国
民
が
関
心
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
議
員
に
も
は
っ

き
り
伝
わ
り
ま
す
。

ど
ん
な
成
果
が
こ
れ
ま
で
得

ら
れ
た
の
？

国
会
請
願
は
、
採
択
さ
れ
て
も
法
改

正
や
予
算
化
な
ど
を
義
務
付
け
る
強
制

力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
請
願

の
事
項
を
所
管
す
る
官
公
署
は
、
誠
実

に
受
理
し
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
請
願
を
定
め
る
法
律
に
は
あ
る

の
で
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
国
会
請
願
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
腎
臓
病
患
者
は
様
々
な
制
度
を

改
善
し
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
う

し
た
改
善
は
、
国
会
請
願
だ
け
で
可
能

に
な
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

国
会
請
願
が
大
き
な
力
に
な
っ
て
き
た

の
は
明
ら
か
で
す
。
昨
今
の
社
会
保
障

制
度
改
革
の
流
れ
の
な
か
、
国
会
請
願

に
よ
っ
て
私
た
ち
の
願
い
を
実
現
す
る

こ
と
や
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
、
必

ず
し
も
容
易
で
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。私

た
ち
が
国
会
請
願
を
通
じ
て
、
自

分
た
ち
の
問
題
を
国
に
理
解
し
て
も
ら

う
努
力
を
怠
れ
ば
、
制
度
の
後
退
は
も

っ
と
進
ん
で
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
国
会

請
願
に
集
ま
っ
た
署
名
は
、
今
も
昔
も

変
わ
ら
ず
、私
た
ち
腎
臓
病
患
者
の「
い

の
ち
と
暮
ら
し
」
の
土
台
を
支
え
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

そ
う
し
て
集
め
た
署
名
こ
そ
が
、
ま

さ
に
全
国
の
仲
間
が
結
集
し
た
力
で
あ

り
、
結
晶
な
の
で
す
。

国
会
請
願
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

○
扶
桑
薬
品
工
業
（
株
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

青
い
鳥
・
ハ
ガ
キ
ご
寄
付
御
礼

府
中
け
や
き
会

あ
か
ま
つ
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
患
者
会

柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
腎
会

す
な
が
わ
相
互
診
療
所
患
者
会
い
ず
み

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会

あ
け
ぼ
の
東
腎
会
サ
ル
ビ
ア

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の

会日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

個
人
会
員　

石
山
久
美
子

個
人
会
員　

末
﨑
美
子

個
人
会
員　

賀
集
薫

だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
「
災
害
時
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
」
が
必
要
な
の
だ
。

（
本
号
特
集
参
照
）

○
こ
ん
な
最
中
に
、
内
閣
改
造
だ
の
、

就
任
祝
賀
会
だ
の
、
国
事
の
予
行
訓
練

だ
の
、
国
民
無
視
の
日
常
に
怒
り
す
ら

覚
え
る
。
い
ま
だ
避
難
所
暮
ら
し
の
人

々
も
た
く
さ
ん
居
る
と
い
う
の
に
。

�

板
橋

１9
号
と
続
い
て
、
関
東
一
円
は
大
水
害
、

大
停
電
に
見
舞
わ
れ
た
。
携
帯
に
Ｊ
―

ア
ラ
ー
ト
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
か
か
っ

て
く
る
。
街
中
に
は
避
難
警
告
の
消
防

車
が
走
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ざ
避

難
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
ど
こ
が
避
難

所
か
わ
か
ら
な
い
。

透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
曜
日
、
時
間

を
変
更
し
、
時
間
も
短
縮
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
今
こ
そ
「
東
腎
協
」
の
会
員

編
集
後
記

○
「
異
常
気
象
、
観
測
史
上
初
、
命
を

最
優
先
に
」、
今
夏
か
ら
こ
ん
な
言
葉

ば
か
り
が
続
い
た
。

つ
い
に
は
、
首
都
圏
に
台
風
が
１５
号
、

今
後
の
活
動
予
定

全
腎
協
通
院
介
護
研
修
会

１１
月
２３
～
２４
日
（
土
・
日
）

全
腎
協
代
表
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

１１
月
２４
日
（
日
）

第
１
５
１
回
理
事
会
・
三
役
会

１２
月
１
日
（
日
）

全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
東
京
）

１２
月
２８
（
金
）
～
１
月
５
日
（
日
）

東
腎
協
事
務
局
年
末
年
休
暇

１
月
２６
日
（
日
）

第
１
５
２
回
理
事
会
・
三
役
会

２
月
２３
日
（
日
）

第
１
５
３
回
理
事
会
・
三
役
会

３
月
１５
日
（
日
）

第
３１
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集
い

３
月
１９
日
（
木
）

第
４９
次
国
会
請
願

３
月
２２
日
（
日
）

第
１
５
４
回
理
事
会
・
三
役
会

１０
月
～
３
月

第
４９
次
国
会
請
願
署
名
運
動

１０
月
２６
日
（
日
）

臓
器
移
植
普
及
推
進

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド

１０
月
２６
日
（
日
）

第
１
５
０
回
理
事
会
・
三
役
会

１１
月
２
～
３
日
（
土
・
日
）

東京都と協定を締結している
ＨＬＡ検査センター

国家公務員共済組合連合会　虎の門病院 TEL０３―３５８８―１１１１

東京医科大学　八王子医療センター TEL０４２―６６５―５６１１

東京女子医科大学病院 TEL０３―３３５３―８１１１

東邦大学医療センター大森病院 TEL０３―３７６２―４１５１

その他のＨＬＡ検査センター
（都内及び近隣 ３県）

昭和大学病院 TEL０３―３７８４―８０００

埼玉医科大学国際医療センター TEL０４２―９８４―４１１１

埼玉医科大学総合医療センター TEL０４９―２２８―３４００

独立行政法人国立病院機構　千葉東病院 TEL０４３―２６１―５１７１

東海大学医学部付属病院 TEL０４６３―９３―１１２１

北里大学病院 TEL０４２―７７８―８１１１

公立大学法人横浜市立大学付属病院 TEL０４５―７８７―２８００

❶対象者
都内に住所を有し、人工透析療法を受けている慢性腎不全の方で、献腎移植を希望
するため、公益社団法人日本臓器移植ネットワークへ登録する方（公益社団法人日
本臓器移植ネットワークへの登録に必要な腎臓移植組織適合性検査費が一部助成
されます）。
❷助成額
腎臓移植組織適合性検査費用の一部（平成29年度については10000円とします。）
❸書類提出及び問合せ先
東京都福祉保健局　保健政策部　疾病対策課　献血移植対策担当
電話　03―５320―4５06　FAX　03―５3８８―1437

東京都腎臓移植組織適合性検査費（HLA検査費）助成事業のご案内
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〈
事
務
局
雑
感
〉

■
初
め
に
、
大
島
の
皆
さ
ん
、
台
風
１５

号
、
大
丈
夫
で
し
た
か
？
立
て
続
き
に

１9
号
が
襲
い
被
害
は
大
き
く
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
島
以
外
の
皆
さ
ん
も
大
丈
夫
で
し
た

か
？私

の
通
院
し
て
い
る
病
院
で
は
、
１9

号
対
策
で
午
後
透
析
は
中
止
に
な
り
ま

し
た
。
午
前
の
透
析
開
始
時
間
が
早
く

な
り
、
時
間
も
短
縮
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
の
方
た
ち
は
土
曜
日
の
午
前
に
、

金
曜
日
に
振
り
替
え
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
も
２
時
頃
帰
宅
出

来
た
そ
う
で
す
。

今
年
は
も
う
既
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
だ
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

�

三
好

■
こ
の
た
び
の
台
風
１9
号
被
災
に
際
し
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ

て
、
私
は
台
風
１9
号
が
関
東
・
東
北
に

上
陸
時
、
父
の
命
日
の
為
青
森
へ
帰
省

し
て
お
り
ま
し
た
。
帰
る
予
定
の
日
は

東
北
新
幹
線
他
路
線
す
べ
て
運
休
し
、

翌
日
約
１0
時
間
か
け
て
よ
う
や
く
東
京

の
自
宅
に
着
き
ま
し
た
。
今
回
の
大
型

台
風
に
よ
り
水
害
や
土
砂
崩
れ
な
ど
想

像
で
き
な
い
事
が
発
生
し
て
お
り
、
自

然
災
害
に
対
し
て
そ
の
危
険
を
回
避
す

る
術
を
身
に
着
け
る
備
え
が
必
要
だ
と

痛
切
に
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

�

須
藤

■
私
は
立
川
市
内
に
４0
年
ほ
ど
住
ん
で

い
ま
す
が
、
昔
か
ら
馴
染
み
の
あ
る
日

野
橋
（
旧
甲
州
街
道
）
が
台
風
の
被
害

で
現
在
、
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
野
橋
は
、
多
摩
川
に
架
か
る
立
川

市
と
日
野
市
を
結
ぶ
橋
で
、
仲
の
良
い

高
校
時
代
か
ら
の
友
人
の
家
に
徒
歩
で

遊
び
に
行
く
時
に
必
ず
利
用
す
る
慣
れ

親
し
ん
だ
橋
で
し
た
。
日
野
橋
か
ら
多

摩
川
の
様
子
を
眺
め
な
が
ら
歩
く
の
が

好
き
で
、
多
摩
川
を
泳
ぐ
魚
や
鳥
、
釣

り
を
す
る
人
々
等
を
観
察
す
る
の
が
、

私
の
日
野
橋
を
渡
る
時
の
楽
し
み
で
す
。

そ
の
日
野
橋
が
、
橋
脚
一
本
が
沈
下

し
て
波
打
つ
よ
う
に
陥
没
。
衝
撃
と
共

に
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

で
は
、
一
度
も
放
送
さ
れ
な
か
っ
た
情

報
で
し
た
。
全
国
各
地
で
も
地
域
の
方

し
か
知
ら
な
い
情
報
や
真
実
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
だ
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

私
は
自
然
災
害
の
怖
さ
と
共
に
、
各

地
域
、
各
県
の
災
害
対
策
の
大
切
さ
を

感
じ
ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た
患
者
会
、

個
人
会
員
の
皆
さ
ま
の
生
活
環
境
が
い

ち
早
く
元
に
戻
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。�

松
山

台
風
１9
号
は
関
東
、
甲
信
越
、
東

北
地
方
の
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
を
心
よ

り
願
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
に
お
い
て
は
、
１0
月
１２
日

の
真
夜
中
に
二
子
玉
川
駅
付
近
で
多

摩
川
が
氾
濫
し
た
と
の
報
道
が
あ
り

ま
し
た
が
、
東
京
都
透
析
医
会
の
災

害
対
策
委
員
長
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
よ
り
浸
水
の
可
能
性
の
あ
る
２
つ

の
透
析
施
設
を
特
定
し
、
被
害
が
な

か
っ
た
こ
と
を
迅
速
に
確
認
し
情
報

共
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京

都
透
析
医
会
の

災
害
対
策
委
員

会
で
は
、
首
都

圏
を
直
撃
す
る

と
の
予
報
が
さ

れ
た
１0
日
に
メ

ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
で
情
報
共
有

を
始
め
て
い
ま

す
。
結
果
と
し

て
１３
日
の
段
階

で
、
多
摩
部
で

は
浅
川
の
支
流
で
氾
濫
が
あ
っ
た
も

の
の
、
施
設
の
被
害
の
報
告
は
な
い

こ
と
、
区
部
で
は
土
曜
日
の
透
析
を

日
曜
に
振
り
替
え
た
施
設
も
あ
る
が
、

約
１
３
０
施
設
か
ら
の
連
絡
で
は
、

透
析
が
で
き
な
い
施
設
は
な
い
と
い

う
確
認
が
迅
速
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
９
月
よ
り
、
こ
の
よ
う
な

情
報
が
、
東
腎
協
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
に
透
析
医
療
を
確
保
し
て
い
く

た
め
に
、
東
腎
協
も
情
報
共
有
の
仕

組
み
を
早
期
に
構
築
し
て
行
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

�

災
害
対
策
委
員
長　

戸
倉　

振
一

台風19号の影響に対する東京都透析医会災害対策
委員会のメーリングリストによる情報共有の経過




